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【
提
題
】

横
大
道
聡

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
駒
村
圭
吾
教
授
（
以
下
、
敬
称
略
）
の
研
究
の
軌
跡
を
追
い
な
が
ら
、
少
々
の
思
い
出
話
も
交
え
つ
つ
、
そ
の
時
代
ご

と
の
特
徴
や
問
題
関
心
を
見
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
個
別
の
論
文
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
本
号
所
収
の
別
の
論
考
で
の
対
話
に

譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め
の
補
助
線
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。
な
お
、
以
下
で
引
用
す
る

駒
村
の
文
献
は
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
。
詳
細
は
、
本
号
の
業
績
一
覧
を
参
照
願
い
た
い
。
ま
た
、
執
筆
の
時
期
と
刊
行
の
時

期
が
ず
れ
る
こ
と
が
一
般
的
な
の
で
、
必
ず
し
も
厳
密
な
時
期
区
分
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

一　

大
学
院
時
代

　

駒
村
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
行
政
機
関
（
独
立
行
政
委
員
会
）
の
研
究
者
と
し
て
憲
法
学
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
業
績
に
よ
っ

て
博
士
号
を
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
成
果
は
『
権
力
分
立
の
諸
相（

（
（

』
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
に
つ
い
て
、
駒
村
は
あ
る
講
演
録
の
な
か
で
、「
私
が
大
学
院
生
と
し
て
独
立
行
政
機
関
の
研
究
に
着
手
し
た
頃
、『
独

立
行
政
機
関
の
問
題
は
既
に
解
決
さ
れ
た
問
題
だ
…
…
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
…
…
ま
た
、
理
論
的
に
も
殆
ど
関
心
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た（

（
（

」
と
回
顧
し
て
い
る
。
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
入
る
前
の
段
階
か
ら
、
学
生
の
頭
を
常
に
悩
ま
せ
る
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の
は
研
究
テ
ー
マ
の
選
択
で
あ
る
。
解
決
済
み
の
問
題
や
、
理
論
的
関
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
テ
ー
マ
は
、
普
通
で
あ
れ
ば
選
択
し

な
い
。
駒
村
は
上
記
の
引
用
部
分
に
続
け
て
、「
私
の
研
究
動
機
は
、
独
立
行
政
機
関
制
度
を
も
っ
と
盛
り
立
て
て
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
の
と
同
様
に
日
本
で
も
隆
盛
を
み
る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
提
案
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
独
立
行
政
機
関
を
め

ぐ
る
試
行
錯
誤
が
生
ん
だ
公
法
学
的
・
政
治
哲
学
的
な
議
論
の
蓄
積
は
、
統
治
制
度
の
設
計
を
考
え
る
際
重
要
な
示
唆
を
与
え
う
る

の
で
は
な
い
か
…
…
と
い
う
も
の（

（
（

」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
は
、
当
初
か
ら
抱
い
て
い
た
研
究
動
機
の
開
陳
で
あ
る

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
研
究
が
進
ん
で
い
く
な
か
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。
筆
者
は
、

「
解
決
済
み
」
の
論
点
を
研
究
の
主
テ
ー
マ
に
選
択
し
た
理
由
に
強
い
興
味
を
覚
え
る
。
そ
こ
に
駒
村
の
憲
法
学
の
原
点
が
あ
り
、

今
に
至
る
ま
で
の
駒
村
の
研
究
に
臨
む
姿
勢
な
い
し
理
念
、
哲
学
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

大
学
院
時
代
の
駒
村
は
、
独
立
行
政
機
関
の
研
究
と
並
行
し
て
、
表
現
の
自
由
の
研
究
に
も
従
事
し
て
い
た（

（
（

。
研
究
者
と
し
て
の

独
り
立
ち
す
る
た
め
の
修
業
時
代
に
二
つ
の
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
と
い
う
の
は
、
法
学
の
領
域
で
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
駒
村
は
、

自
身
が
「
表
現
の
自
由
に
関
す
る
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
理
由
と
し
て
、「
一
九
八
八
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研

究
所
（
現
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
）
の
外
郭
の
研
究
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
『
放
送
法
研
究
会
』
に
参
加（

（
（

」
し
た

こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
表
現
の
自
由
は
、
憲
法
学
の
中
で
最
も
議
論
の
多
い
領
域
の
一
つ
で
あ
り
、
理
論
的
関
心
が
強

く
向
け
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
上
述
し
た
独
立
行
政
機
関
研
究
と
対
照
的
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
後
、
駒
村
の
表
現
の
自
由
研
究

は
、『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理（

（
（

』
と
し
て
結
実
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
（
そ
の
詳
細
は
本
号
の
水
谷
瑛
嗣
郎
論
文
を
参
照
）。

　

こ
う
し
て
駒
村
の
研
究
活
動
は
、
権
力
分
立
論
と
表
現
の
自
由
論
の
二
つ
を
柱
と
し
な
が
ら
、
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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二　

白
鷗
大
学
時
代

　

駒
村
が
一
九
九
三
年
に
白
鷗
大
学
法
学
部
に
て
職
を
得
た
後
、
一
九
九
四
年
に
白
鷗
大
学
法
学
部
の
紀
要
『
白
鷗
法
学
』
が
創
刊

さ
れ
た
（
白
鷗
大
学
法
学
部
は
一
九
九
二
年
開
設
）。
そ
こ
に
駒
村
が
寄
稿
し
た
大
部
の
論
文
は
、
権
力
分
立
論
で
も
表
現
の
自
由
論

で
も
な
く
、
倫
理
的
問
題
を
憲
法
学
が
ど
の
よ
う
に
検
討
す
べ
き
か
に
関
す
る
論
文
で
あ
っ
た（

（
（

。
そ
の
論
文
の
冒
頭
で
駒
村
は
、
自

身
の
問
題
意
識
を
、「
憲
法
解
釈
と
倫
理
的
判
断
と
の
緊
張
関
係
」
と
い
う
表
題
の
も
と
で
論
じ
て
い
る
。
そ
の
問
題
意
識
に
つ
い

て
述
べ
た
部
分
を
引
用
す
る
と
、「
第
一
に
、
憲
法
問
題
が
倫
理
的
判
断
（
と
り
わ
け
強
度
の
倫
理
的
判
断
）
に
関
わ
る
場
合
、
そ
れ

は
単
に
解
釈
主
体
の
前
提
的
認
識
の
問
題
と
し
て
解
釈
主
体
の
主
観
に
委
ね
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
、
も
し
否
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
そ
の
よ
う
な
倫
理
的
判
断
を
差
配
す
る
何
ら
か
の
学
的
原
理
・
枠
組
を
求
め
て
法
学
以
外
の
学
問
領
域
（
例
え
ば
、
倫
理
学
、
正

義
論
、
哲
学
、
等
）
に
模
索
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」、
よ
り
重
要
な
も
の
と
し
て
第
二
に
、「
倫
理
的
判
断
に
何
ら

か
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
与
え
ら
れ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
も
そ
も
倫
理
的
判
断
に
国
家
（
あ
る
い
は
憲
法
）
が
ど
の
程
度
介
入

し
得
る
の
か
、
憲
法
学
者
は
倫
理
的
判
断
を
憲
法
解
釈
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
む
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
問
題
意
識
は
、
大
学
院
生
時
代
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
権
力
分
立
論
や
表
現
の
自
由
論
か
ら
は
直
接
的
に
は
看
取
で
き

な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
研
究
は
、
倫
理
学
、
哲
学
と
い
っ
た
学
際
研
究
に
従
事
し
た
と
い
う
手
法
も
含
め
て
、
駒
村
の
憲
法
学
に

と
っ
て
の
一
つ
の
転
機
を
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　

駒
村
は
、
二
〇
〇
二
年
（
慶
應
義
塾
大
学
着
任
の
一
年
前
）
の
あ
る
記
事
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
に
専
門
分
野
を
聞
か
れ
た
際
、「
憲

法
と
法
哲
学
で
す
。
憲
法
の
中
で
も
関
心
が
あ
る
の
が
、
ま
ず
『
表
現
の
自
由
』。
報
道
と
か
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
芸
術
表
現
の

関
係
で
『
表
現
の
自
由
』
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、『
統
治
の
し
く
み
』
の
中
に
お
け
る
行
政

と
内
閣
。
博
士
論
文
は
こ
れ
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
／
法
哲
学
に
つ
い
て
は
、『
寛
容
な
社
会
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ
る
か
』
と
い
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う
こ
と
で
す（

（1
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
駒
村
自
身
が
、
権
力
分
立
論
、
表
現
の
自
由
論
に
並
ぶ
も
う
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
の
柱
と

し
て
、
法
哲
学
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
目
が
留
ま
る
。
先
に
見
た
倫
理
的
判
断
の
問
題
を
法
哲
学
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
研
究
の
柱
の
一
本
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
に
は
、
い
か
な
る
背
景
事
情
や
文
脈
が
存
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か（

（1
（

。

三　

慶
應
義
塾
大
学
と
法
科
大
学
院

　

駒
村
が
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
に
専
任
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
た
の
は
二
〇
〇
三
年
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
法
科
大
学
院
制
度
の

開
始
の
一
年
前
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
着
任
で
あ
っ
た
。
法
学
部
だ
け
で
な
く
、
法
科
大
学
院
を
兼
任
し
て
法
曹
養
成
の
役
割
も

担
う
こ
と
と
な
っ
た
駒
村
は
、
こ
の
時
期
以
降
、
法
科
大
学
院
教
育
に
深
く
関
係
す
る
「
実
定
法
解
釈
的
な
」
憲
法
の
論
稿
を
次
々

と
公
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
駒
村
の
研
究
に
と
っ
て
の
第
二
の
転
換
期
と
い
っ
て
よ
い
。
具
体
的
に
は
、
Ｌ
Ｓ
憲
法
研
究
会
編
『
プ

ロ
セ
ス
演
習
憲
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）
へ
の
参
加
、
小
山
剛
と
の
共
編
に
よ
る
『
論
点
探
究　
憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇

五
年
）
の
製
作
、『
法
学
教
室
』
誌
で
の
「
論
点
講
座　

憲
法
の
解
釈
」
の
共
同
連
載
（
二
〇
〇
七
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
そ

し
て
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
誌
で
の
「
ロ
ー
・
ク
ラ
ス　
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
転
回
―
―
憲
法
的
論
証
を
求
め
て
」
の
連
載（

（1
（

（
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
～
二
〇
一
三
年
三
月
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
私
的
回
顧
と
な
る
が
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
り
、
二
〇
〇

七
年
三
月
に
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
た
。
駒
村
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
修
士
二
年
の
時
で
あ
る
。
次
々
と
業
績
を
公

表
さ
れ
、
ま
た
、
大
学
院
で
の
指
導
な
ど
を
通
じ
て
「
駒
村
憲
法
学
」（

（1
（

に
魅
了
さ
れ
た
私
は
、「
自
称
駒
村
弟
子
」
と
し
て
、
駒
村

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
集
め
て
読
ん
で
い
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
駒
村
の
研
究
の
「
芸
風
」
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
―
―
正
確

に
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
丹
念
に
追
う
ス
タ
イ
ル
の
最
初
期
の
研
究
、
法
哲
学
へ
の
シ
フ
ト
も
見
せ
始
め
た
白
鷗
時
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代
の
研
究
と
も
異
な
る
、
関
心
も
手
法
も
新
た
な
研
究
―
―
と
の
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
良
い

意
味
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
駒
村
は
、
法
科
大
学
院
教
育
と
い
う
社
会
的
に
憲
法
学
に
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
憲
法
学
全
般
に
つ
い
て
論
じ
る
力
量
を
学
界
に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
依
頼
仕
事
と
し

て
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
自
発
的
な
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
時
代
の
要
請
を

受
け
た
他
律
的
な
側
面
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

（1
（

。

　

な
お
駒
村
は
、
こ
の
多
忙
な
時
期
に
従
来
の
研
究
テ
ー
マ
の
発
展
・
深
化
を
さ
せ
て
も
い
る（

（1
（

。
と
り
わ
け
、
権
力
分
立
論
と
法
哲

学
・
政
治
哲
学
で
当
時
広
い
注
目
を
集
め
て
い
た
討
議
民
主
政
論
を
融
合
さ
せ
た
議
論（

（1
（

や
、
倫
理
的
問
題
や
寛
容
の
問
題
と
人
権
論

の
交
錯
問
題
の
検
討（

（2
（

な
ど
が
白
眉
で
あ
る（

（2
（

。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
期
の
駒
村
の
研
究
は
、
従
来
の
研
究
の
深
化
と
、
戦
線
の
拡
大
と

い
う
面
を
持
っ
て
い
た
と
整
理
で
き
る
。

四　

社
会
発
信
の
強
化

　

二
〇
一
三
年
あ
た
り
か
ら
、
駒
村
は
、
一
般
社
会
・
市
民
社
会
に
向
け
て
の
発
信
を
強
化
し
始
め
た
よ
う
に
見
え
る（

（2
（

。
そ
の
背
後

に
は
、
二
〇
一
一
年
の
自
由
民
主
党
憲
法
改
正
草
案
に
対
す
る
反
対
運
動（

（2
（

と
、
安
倍
晋
三
内
閣
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
一
部
行

使
容
認
を
内
容
と
す
る
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
の
閣
議
決
定
に
対
す
る
反
対
運
動
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
り（

（2
（

、
そ
し
て
、
お
そ

ら
く
は
こ
の
閣
議
決
定
が
実
質
的
意
味
の
憲
法
を
変
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
憲
法
改
正
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
問

題
関
心
の
高
ま
り（

（2
（

な
ど
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（

（2
（

。
ま
た
、
憲
法
訴
訟
へ
の
よ
り
積
極
的
な
関
与
も
見
せ
て
お
り（

（2
（

、
と
り
わ
け
近
時
は
同

性
婚
訴
訟
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
駒
村
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
の
在
外
研
究
の
機



17

駒村圭吾教授の研究の軌跡

会
を
得
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
期
間
中
も
上
記
三
で
言
及
し
た
諸
研
究
（
と
り
わ
け
雑
誌
連
載
！
）
を
公
表
し
続
け
て
い
た
こ
と
に
は
ま
っ

た
く
驚
か
さ
れ
る
が
、
こ
の
留
学
が
駒
村
の
研
究
に
と
っ
て
の
第
三
の
転
機
（
の
契
機
）
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

と
い
う
地
か
ら
日
本
の
憲
法
そ
し
て
憲
法
改
正
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
駒
村（

（2
（

は
、
よ
り
「
日
本
」
社
会
に
向
け
た
発
信
の

必
要
性
を
感
じ
、
そ
の
活
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
慶
應
義
塾
高
等
学
校

校
長
を
兼
任
し
（
二
〇
一
三
年
七
月
）、
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
副
学
長
）（
～
二
〇
二
一
年
五
月
）、
慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
初
代
所
長
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
～
二
〇
一
八
年
九
月
末
ま
で
）
を
務
め
る
な
ど
、

一
般
的
な
「
大
学
教
授
」
と
は
違
う
社
会
的
接
点
を
広
く
持
つ
機
会
を
得
た
こ
と
も
、
こ
れ
に
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

。

五　

新
テ
ー
マ
の
開
拓
と
今
後

　

駒
村
の
知
的
好
奇
心
は
衰
え
を
知
ら
な
い
。
二
〇
二
一
年
に
駒
村
は
、
Ｉ
ｏ
Ｂ
―

Ｓ
（“Internet-of-Brains” Society

）
と
い
う
研

究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
研
究
会
は
、「
い
わ
ゆ
る
神
経
科
学
（neuroscience

）
の
理
論
と
技
術
に
対
し
て
、
法
学
や
倫
理
学
さ

ら
に
は
広
く
社
会
科
学
一
般
の
視
点
か
ら
こ
れ
を
考
察
・
統
制
す
る
た
め
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト（

（3
（

」
で
あ
り
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
）
の
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
」
に
関
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
最
新
の
神
経
科
学
技
術
へ
の
知
見
が
不
可
欠

な
研
究
で
あ
り
、
に
わ
か
に
は
参
入
が
困
難
な
研
究
領
域
で
あ
る
。
駒
村
は
弟
子
の
小
久
保
智
淳
と
共
に
、
国
際
学
会
で
の
積
極
的

な
研
究
報
告
を
含
め
て（

（3
（

、
こ
の
憲
法
学
に
と
っ
て
の
「
未
開
の
沃
野
」
の
開
拓
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
（
詳
細
は
本
号
の
小
久
保

智
淳
論
文
を
参
照
）。

　

と
こ
ろ
で
二
〇
二
四
年
の
あ
る
講
演
で
、
駒
村
は
、「
私
は
大
学
院
生
の
こ
ろ
か
ら
、
ず
っ
と
権
力
分
立
論
、
表
現
の
自
由
、
人

権
基
礎
論
、
戦
後
憲
政
史
な
ど
に
関
心
を
も
っ
て
研
究
を
し
て
き
た
伝
統
的
な
憲
法
学
者
で
す
」
と
自
己
紹
介
し
て
い
る（

（3
（

。
自
分
自
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身
を
「
伝
統
的
な
憲
法
学
者
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
も
興
味
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（3
（

、
こ
こ
で
は
、「
関
心
を
持
っ
て

研
究
を
し
て
き
た
」
と
い
う
領
域
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
「
権
力
分
立
論
」、「
表
現
の
自
由
」
は
、
大
学
院
時
代
か
ら
の
継
続
し
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。「
人
権
基
礎
論
」
は
、
法

哲
学
的
な
研
究
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
白
鷗
大
学
時
代
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
駒
村
が
、
先
に
言
及
し
た
神
経
科
学
を
関
心
の
あ
る
研
究
領
域
に
挙
げ
て
い
な
い
の
は
、
駒
村
が
こ
の
研
究
を
、
人

権
基
礎
論
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
駒
村
の
神
経
科
学
研
究
の
関
心
は
、
神
経
科
学
が
人
権
そ
の
も
の
あ

る
い
は
自
由
そ
の
も
の
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
で
あ
っ
て（

（3
（

、
こ
れ
は
人
権
基
礎
論
に
属
す
る
問
題
系
な
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

他
方
、「
戦
後
憲
政
史
」
を
直
接
的
に
論
じ
た
論
稿
は
、
実
は
多
く
は
な
い（

（3
（

。
む
し
ろ
駒
村
が
関
心
を
向
け
て
い
る
「
歴
史
」
は
、

戦
後
日
本
の
文
学
裁
判
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
関
す
る
最
初
期
の
論
文
が
収
め
ら
れ
た
駒
村
編
の
書
籍
の
「
は
し

が
き
」
で
、
駒
村
は
、
法
科
大
学
院
制
度
導
入
後
の
「
深
い
判
例
読
解
」、
す
な
わ
ち
、
判
例
の
内
在
的
・
整
合
的
理
解
を
試
み
る

研
究
に
「
何
か
物
足
り
な
い
」
と
い
う
「
欠
乏
感
」
を
吐
露
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
欠
乏
感
が
、
衰
え
を
知
ら
な
い
駒
村
の
知
的
原
動
力

の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
近
時
の
駒
村
の
研
究
は
、
法
科
大
学
院
制
度
が
も
た
ら
し
た
幸
福
な
副
産
物
だ
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。お

わ
り
に

　

以
上
、
大
変
雑
駁
で
あ
る
が
、
質
・
量
と
も
膨
大
な
駒
村
の
研
究
を
、
独
断
と
偏
見
に
基
づ
い
て
時
系
列
で
整
理
し
て
み
た
。
筆

者
の
思
い
違
い
、
勘
違
い
、
誤
解
な
ど
を
多
く
含
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が（

（4
（

、
駒
村
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
「
駒
村
憲
法

学
」
の
輪
郭
を
明
確
に
し
た
い
。
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【
対
話
】

駒
村
圭
吾
・
横
大
道
聡

一　

は
じ
め
の
こ
ろ

駒
村
：
　
自
分
の
研
究
の
「
軌
跡
」
を
言
語
化
し
た
い
と
思
う
人
は
ま
ず
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
単
純
に
気
恥
ず
か
し
い
で
す
し
、

何
よ
り
「
軌
跡
」
を
た
ど
り
回
顧
と
展
望
を
ほ
ど
こ
す
に
値
す
る
研
究
業
績
が
あ
る
と
自
惚
れ
る
人
物
に
は
な
り
た
く
な
い
。
そ

し
て
、
私
自
身
に
つ
い
て
言
え
ば
、
自
分
の
書
き
散
ら
し
た
も
の
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
と
は
、
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
。

こ
れ
は
何
も
気
取
っ
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
方
の
研
究
者
は
実
際
そ
う
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
書
い
た

も
の
に
は
価
値
な
ど
な
い
と
構
え
る
の
は
、
慎
み
深
さ
と
逆
説
的
な
自
己
顕
示
欲
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
方
で
、

自
分
の
書
い
た
も
の
に
対
す
る
責
任
を
負
い
た
く
な
い
、
と
い
う
動
機
も
、
私
の
場
合
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
回
、
横
大
道
さ
ん
に
「
こ
れ
が
お
前
の
研
究
の
軌
跡
だ
」
と
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
見
た
く
も
な
い
も
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
感
慨
と
と
も
に
、
薄
目
を
開
い
て
眺
め
て
み
る
と
、
た
だ
た
だ
惰
性
に
流
さ
れ
、
見
切
り
発
車
で
書
き
続
け
て
き
た
足
跡

に
も
、「
意
味
の
秩
序
」
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
一
定
の
「
意
味
」
を
与
え
た
く
な
っ
て
き
て
し
ま
う
の
も
事
実
で
す
。

す
べ
て
は
後
付
け
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
横
大
道
さ
ん
の
提
題
論
稿
に
よ
っ
て
、
実
は
当
初
か
ら
明
確
な
動
機
と
確
固
た
る
決

断
に
基
づ
い
て
筆
を
執
っ
て
き
た
の
か
な
と
、
一
瞬
血
迷
う
か
ら
、「
回
顧
」
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ

の
正
義
論
の
重
要
概
念
の
ひ
と
つ
に
「
反
省
的
均
衡
（reflective equilibrium
）」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。Reflective

を
回
顧

的
と
訳
せ
ば
、
回
顧
的
均
衡
つ
ま
り
「
後
付
け
的
均
衡
」
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
書
き
散
ら
し
た
も
の
を
、
後
付
け
で
辻
褄
の
合
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う
よ
う
に
整
理
し
て
見
せ
る
の
が
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
課
す
責
務
で
あ
る
な
ら
、
す
こ
し
だ
け
そ
れ
に
お
付
き
合
い
す
る
倫
理
的
義

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
…
…
。
こ
れ
も
血
迷
い
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　
　

何
よ
り
横
大
道
論
稿
は
オ
モ
シ
ロ
イ
。
こ
れ
は
私
と
横
大
道
さ
ん
に
し
か
分
か
ら
な
い
楽
屋
落
ち
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
な
い
で

は
な
い
の
で
す
が
、
自
分
の
見
た
く
も
な
い
「
恥
の
書
き
捨
て
」
の
歴
史
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
な
お
当
人
が
思
わ
ず
面
白
が
れ

る
も
の
を
書
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
以
上
、
そ
れ
に
応
答
し
た
い
と
い
う
、
性
懲
り
も
な
い
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
溢
れ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
う
気
に
さ
せ
る
論
稿
で
す
。
第
一
、
私
自
身
が
書
い
た
こ
と
も
忘
れ
去
っ
て
い
る
小
論
ま
で
も
丹
念
に
お
読
み
く
だ
さ
っ

て
い
た
こ
と
を
今
回
新
た
に
気
が
付
き
、
驚
愕
し
ま
た
感
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
小
論
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
ま

で
も
発
掘
さ
れ
て
、
ま
た
引
用
し
て
、
私
の
研
究
動
機
や
方
針
変
更
を
推
測
・
断
定
す
る
と
い
う
、
あ
り
が
た
迷
惑
的
な
問
い
か

け
を
連
発
さ
れ
て
い
る
以
上
、
な
ん
と
か
こ
れ
に
応
答
し
、
横
大
道
さ
ん
の
「
推
測
」
や
「
断
定
」
の
ウ
ラ
を
か
い
て
や
り
た
い

と
い
う
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

横
大
道
：
　
駒
村
先
生
の
ご
研
究
の
軌
跡
を
辿
る
作
業
は
、
私
に
と
っ
て
は
楽
し
い
作
業
で
し
た
（
笑
）。
ま
た
、
駒
村
先
生
が
小

林
節
先
生
の
還
暦
記
念
兼
小
林
ゼ
ミ
三
〇
周
年
記
念
号
に
お
書
き
に
な
ら
れ
た
「
小
林
節
憲
法
学
の
衝
撃
」（
二
〇
〇
九
年
、
非
売

品
）
で
、
小
林
先
生
の
憲
法
学
を
「
学
問
の
季
節
」「
政
治
の
季
節
」「
実
務
の
季
節
」
の
三
期
に
分
け
て
分
析
さ
れ
た
手
法
に
触

発
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
（
大
変
面
白
い
エ
ッ
セ
イ
で
す
の
で
、
ど
こ
か
の
機
会
で
公
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
）。
さ
ら
に
、
最
年
長
の
駒
村
弟
子
（
⁉
）
と
し
て
、
こ
の
後
に
続
く
個
別
論
文
に
つ
い
て
の
対
話
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役

割
を
担
う
も
の
で
も
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

さ
て
、
私
の
文
章
で
は
、
独
断
と
偏
見
に
基
づ
き
、
駒
村
先
生
の
研
究
の
軌
跡
を
五
期
に
分
け
ま
し
た
。
独
立
行
政
委
員
会
と

表
現
の
自
由
論
に
没
頭
さ
れ
た
院
生
時
代
と
い
う
第
一
期
、
法
哲
学
・
倫
理
学
的
研
究
に
も
着
手
し
始
め
た
白
鷗
時
代
の
第
二
期
、

憲
法
学
の
様
々
な
領
域
で
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
第
三
期
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
研
究
を
深
め
つ
つ
社
会
発
信
（
研
究
成
果
の
社
会
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還
元
）
を
強
化
す
る
第
四
期
、
そ
し
て
、
脳
科
学
や
戦
後
憲
法
史
に
も
研
究
の
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
第

五
期
で
す
。
ま
ず
は
第
一
期
に
つ
い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
初
期
の
関
心
で
あ
っ
た
独
立
機
関
（
独
立
行
政
委
員
会
）
研
究
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
瑞
慶
山
広
大
さ
ん
の
論
稿
と

そ
れ
に
対
す
る
応
答
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

た
だ
一
点
、「
解
決
済
み
の
論
点
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
応
答
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
友
人
が

某
大
家
と
某
出
版
者
の
企
画
で
座
談
会
を
行
っ
た
際
に
、
駒
村
と
い
う
先
輩
が
独
立
行
政
委
員
会
を
修
士
論
文
で
扱
お
う
と
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
論
点
を
そ
の
座
談
会
で
取
り
上
げ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
解
決
済
み
だ
か
ら
や
め
て
お

こ
う
」
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
の
が
経
緯
で
す
。
真
偽
の
ほ
ど
は
確
か
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
大
家
も
そ
の
友
人
も
鬼
籍

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
た
だ
、
彼
が
そ
れ
を
私
に
告
げ
て
き
た
、
そ
の
心
理
が
私
な
り
に
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

話
半
分
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
大
家
が
私
の
研
究
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｇ
を
出
し
た
と
し
た
ら
、
正
直
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ

れ
は
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
す
。
が
、
同
時
に
、「
解
決
済
み
」
と
言
う
け
れ
ど
も
何
が
ど
う
解
決
し
た
の
か
は
自
明
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
、
解
決
済
み
な
ら
有
斐
閣
『
憲
法
の
争
点
』
に
〝
争
点
〟
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
、

も
し
か
し
た
ら
解
決
済
み
の
争
点
を
並
べ
る
の
が
『
憲
法
の
争
点
』
と
い
う
企
画
の
趣
旨
な
の
か
な
、
と
そ
ん
な
風
に
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
思
い
は
、
あ
る
意
味
、
負
け
惜
し
み
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
年
、『
憲
法
の
争
点
』
の
行
政

委
員
会
の
論
点
を
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
点
で
、「
や
は
り
解
決
済
み
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
安
堵
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
　

ち
な
み
に
、
そ
の
友
人
は
官
僚
に
な
り
、
以
後
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
慶
應
に
戻
っ
た
こ
と
を
最

も
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
彼
で
、
銀
座
で
祝
宴
を
あ
げ
て
く
れ
た
の
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

横
大
道
：
　
次
に
、
第
二
期
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
『
権
力
分
立
の
諸
相
』
で
も
、
共
和
主
義
や
熟
議
民
主
政
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に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
り
ま
す
が
、
深
掘
り
し
て
研
究
を
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

駒
村
：
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
川
智
志
さ
ん
と
の
対
話
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
十
分
に
語
っ
て
い
な
い
背
景
的
な
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

大
学
院
を
単
位
取
得
退
学
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
新
聞
研
究
所
（
現
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
）
に
「
研
究

員
」
の
身
分
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
に
法
学
部
の
非
常
勤
講
師
に
な
り
、
結
局
大
学
院
生
の
時
よ
り
も
、
慶
應

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
向
上
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
う
ち
、
白
鷗
大
学
の
専
任
教
員
に
も
な
る
の
で
す
が
、
慶
應
の

非
常
勤
も
継
続
し
、
栃
木
県
小
山
市
、
東
京
の
三
田
、
神
奈
川
の
日
吉
、
湘
南
台
（
後
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
非
常
勤
も
担
当
）
と
、
三
都
県

を
踏
破
す
る
生
活
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
今
か
ら
考
え
る
と
よ
く
そ
れ
だ
け
の
移
動
に
耐
え
ら
れ
た
と
隔
世
の
感
し
き
り
で
す
。

日
吉
の
事
実
上
の
必
修
科
目
で
あ
る
憲
法
（
統
治
）
と
い
う
科
目
は
九
年
間
く
ら
い
や
り
ま
し
た
。
非
常
勤
が
こ
う
い
う
重
要
科

目
を
担
当
し
て
い
い
も
の
か
、
と
い
う
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
と
し
て
今
で
も
血
肉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
専
任
に

な
っ
て
も
継
続
し
て
そ
の
科
目
を
担
当
し
た
の
で
、「
来
年
度
か
ら
こ
の
科
目
を
引
き
続
き
専
任
教
員
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

担
当
し
ま
す
」
と

授
業
で
宣
言
し
た
ら
、「
あ
れ
、
と
っ
く
の
昔
か
ら
専
任
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
」
と
学
生
だ
け
で
な
く
、
法
学
部
の
専
任
者
か

ら
も
言
わ
れ
た
こ
と
思
い
出
し
ま
す
（
笑
）。

横
大
道
：
　
教
育
に
対
す
る
熱
心
さ
が
よ
く
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。
残
念
な
こ
と
に
私
は
、
結
局
、
学
部
で
の
駒
村
先
生
の

講
義
を
受
講
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
慶
應
法
学
部
か
ら
慶
應
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
た
学
生
か
ら
の
評

判
は
い
ろ
い
ろ
と
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

駒
村
：
　
そ
ん
な
わ
け
で
、
白
鷗
大
学
で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
、
慶
應
の
非
常
勤
を
三
田
・
日
吉
・
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
掛
け
持
ち
を
す
る
と
い

う
生
活
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、「
教
育
」
に
軸
足
を
置
く
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
三
〇
代
は
そ
れ
ま
で
の
無
我
夢
中
の
研
究

生
活
に
一
定
の
方
向
性
と
言
い
ま
す
か
、
軸
を
屹
立
さ
せ
て
、
よ
り
深
く
緻
密
な
リ
サ
ー
チ
を
す
べ
き
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ



23

駒村圭吾教授の研究の軌跡

ら
ず
、
講
義
や
演
習
に
明
け
暮
れ
る
の
は
、
若
干
の
、
と
言
い
ま
す
か
、
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。
一
応
、
研
究
者
を
目

指
し
て
い
た
の
で
、
広
が
る
不
安
を
ど
う
し
た
も
の
か
、
通
勤
途
上
の
電
車
の
中
で
そ
れ
が
ア
タ
マ
を
も
た
げ
て
き
た
も
の
で
す
。

あ
る
日
、
三
田
の
非
常
勤
講
師
控
室
に
井
上
達
夫
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
慶
應
の
法
学
部
は
「
法
哲
学
」

の
専
任
者
が
長
き
に
わ
た
り
空
位
だ
っ
た
の
で
、
東
大
か
ら
非
常
勤
で
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
相
手
は
新
進
気
鋭
と
い
う
の

も
失
礼
な
ほ
ど
斯
界
の
中
堅
と
し
て
大
活
躍
し
て
い
る
先
生
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
前
記
の
焦
燥
感
も
手
伝
い
、
思
い
切
っ
て

「
聴
講
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
学
部
の
「
法
理
学
」
を
一
年
間
も
ぐ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
け
っ
こ
う
克
明
に
採
っ
た
ノ
ー
ト
が
残
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
は
、
法
概
念
論
と
正
義
論
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
し
、
憲
法
学
の
触
覚
に
も
響
く
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
憲
法
脳
の
細
胞
に
電
位
変
化
が
起
き
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
井
上
先
生
が
担
当
す
る
慶
大
大
学
院
の
特
殊
講
義
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、P

h
ilip S

elzn
ick, T

h
e M

o
ra

l 

C
o

mm


o
n

w
ea

lt
h: S

o
cia

l T
h

eo
ry a

n
d t

h
e P

ro
m

ise o
f C

o
mm


u

n
it

y 

（1994

）
を
講
読
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
け
て
、

M
ich

a
el J. S

a
n

d
el, D

em
o

cra
cy’s D

isco
n

t
en

t: A
m

erica in S
ea

rch o
f a P

u
blic P

h
ilo

so
ph

y 

（1996

）
も
読
み
ま
し
た
。

あ
と
こ
れ
は
記
憶
が
あ
い
ま
い
な
の
で
す
が
、B

ru
ce A

ck
erm

a
n, W

e t
h

e P
eo

ple, v
o

l.1: F
o

u
n

d
a

t
io

n
s 

（1991

）
も
読
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

憲
法
学
そ
っ
ち
の
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
私
と
し
て
は
憲
法
学
に
む
し
ろ
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
井
上

法
哲
学
の
薫
陶
と
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
論
客
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
時
代
的
に
は
前
後

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
、
例
え
ば
生
命
倫
理
や
死
の
哲
学
の
よ
う
な
応
用
倫
理
学
が
と
て
も
勢
い
が
あ
り
、
そ
の
流

れ
で
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
な
ど
も
読
み
、
ま
た
、
他
方
で
、
共
同
体
主
義
（com

m
unitarianism

）
や
そ
の
政
治
的
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
も
言
い
得
る
共
和
主
義
（republicanism

）（
と
り
わ
け
公
民
的
共
和
主
義
（civic republicanism

））
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
上
に
挙
げ
た
セ
ル
ズ
ニ
ッ
ク
や
サ
ン
デ
ル
の
作
品
が
大
学
院
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
知
的
背
景
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が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
の
延
長
で
ブ
ー
ム
に
な
る
の
が
、
熟
議
民
主
政
（deliberative dem

ocracy

）

と
い
う
政
治
思
潮
の
台
頭
で
し
た
。
井
上
先
生
が
ち
ょ
う
ど
確
か
学
術
会
議
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
立
法
学
」
の
立
体
的
再
構
成

の
よ
う
な
も
の
に
携
わ
ら
れ
、
そ
の
企
画
の
中
で
私
も
熟
議
民
主
政
に
つ
い
て
の
考
察
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
　

大
学
教
員
と
し
て
歩
み
始
め
た
初
期
の
こ
ろ
、
ま
る
で
巡
業
の
よ
う
に
各
地
で
講
義
に
明
け
暮
れ
て
い
た
「
教
育
活
動
」
の
半

面
、
法
哲
学
や
倫
理
学
、
と
り
わ
け
、
サ
ン
デ
ル
や
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
関
連
作
品
を
読
み
、
生
命
倫
理
、
共
同
体
主
義
、
公
民
的

共
和
主
義
、
熟
議
民
主
政
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
た
の
が
三
〇
代
の
私
で
す（

（4
（

。
そ
う
言
っ
た
勉
強
の
繰
り
返
し
が
、

後
年
、
論
稿
と
な
っ
て
カ
タ
チ
を
得
ま
す
。
公
民
的
共
和
主
義
に
つ
い
て
は
、
井
上
先
生
が
分
担
編
集
さ
れ
た
「
岩
波
講
座
憲

法
」
の
第
1
巻
『
立
憲
主
義
の
哲
学
的
問
題
地
平
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、「
共
和
主
義
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
は
立
憲
主
義
の
死
か
再
生
か
」
と
い
う
論
稿
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
熟
議
民
主
政
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
先
に
触
れ
ま
し

た
よ
う
に
、
井
上
先
生
が
関
わ
っ
て
い
た
日
本
学
術
会
議
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
物
で
あ
る
講
座
企
画
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、

「
熟
議
の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁
判
所
」（
西
原
博
史
編
『
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2　

立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
』（
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
））
と
な
り
ま
し
た
。
生
命
倫
理
に
つ
い
て
は
、
白
鷗
法
学
に
公
表
し
た
「『
生
命
・
人
間
・
倫
理
』
の
憲

法
論
」
と
い
う
連
載
論
文
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
3
」
ま
で
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
構
想
と
し

て
は
、「
4
」
お
よ
び
そ
れ
以
降
が
、R

o
n

a
l

d D
w

o
r

k
in, L

if
e’s D

o
m

in
io

n: A
n A

r
g

u
m

e
n

t A
b

o
u

t A
b

o
r

t
io

n,  

E
u

t
h

a
n

a
sia, a

n
d In

d
iv

id
u

a
l F

reed
o

m 

（1993

）
を
素
材
に
そ
の
批
判
的
分
析
を
展
開
す
る
予
定
で
し
た
。
こ
の
本
は
、
お
そ

ら
く
私
が
初
め
て
注
記
ま
で
含
め
て
読
み
込
み
、
か
な
り
詳
細
な
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
応
接
し
た
洋
書
で
し
て
、
結
局
、
カ
タ
チ
に

な
ら
ず
に
御
蔵
に
し
ま
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
残
念
で
す
。
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二　

法
科
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト
す
る

横
大
道
：
　
第
二
期
の
研
究
で
は
、
井
上
達
夫
先
生
の
法
哲
学
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
駒
村
先
生
が
い
ち
早
く
取
り

上
げ
て
論
じ
た
サ
ン
デ
ル
は
、
そ
の
後
、『
白
熱
教
室
』
な
ど
を
通
じ
て
日
本
で
も
大
人
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
共
同
体
的
価
値

や
善
、
そ
し
て
そ
れ
を
め
ぐ
る
熟
議
と
い
っ
た
道
具
立
て
は
、
駒
村
憲
法
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
は
、
吉
川
先
生
と
の
対
話
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
次
に
、
第
三
期
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
的
な
部
分
を
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
発
足
時
、
私
は
博
士
課
程
の
大
学
院
生
で
、
界
隈
の
盛
り
上
が
り
を
横
目
に
見
な
が
ら
も
、「
研
究
者
コ
ー
ス

と
実
務
家
養
成
コ
ー
ス
は
別
だ
か
ら
な
あ
」
と
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
ま
さ
か
自
分
が
法
科
大

学
院
教
育
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
期
の
憲
法
学
の
空
気
感
や
、
駒
村
先
生
が
前
例
の

な
い
法
科
大
学
院
制
度
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
生
き
証
人
と
し
て
お
話
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

駒
村
：
　
二
〇
〇
三
年
に
慶
應
に
移
籍
し
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
年
に
法
科
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
移
籍
し
た
時
に
私
の
指

導
教
授
で
あ
る
小
林
節
先
生
が
ま
だ
在
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
来
、
先
任
者
が
ロ
ー
を
担
当
さ
れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
小
林
先
生
は
ロ
ー
で
は
授
業
を
持
た
な
い
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
初
代
法
科
大
学
院
長
の
平
良
木
登
規
男
先
生
か

ら
手
伝
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
学
部
や
研
究
大
学
院
の
授
業
の
他
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
憲

法
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

当
時
の
雰
囲
気
は
、
教
員
も
院
生
も
と
に
か
く
「
力
ん
で
い
た
」
と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
で
す
。
私
も
そ
の
よ
う
な
熱
量
の

中
に
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
緊
張
し
た
空
間
が
ロ
ー
で
し
た
の
で
、
授
業
中
は
も
ち
ろ
ん
課
外
で
も
い
ろ
ん
な

こ
と
が
起
こ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
、
三
田
界
隈
の
居
酒
屋
に
行
く
と
必
ず
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
生
が
と
ぐ
ろ
を
巻
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い
て
い
て
、
な
ん
と
な
く
学
生
気
質
が
昔
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

こ
の
時
期
は
、「
演
習
書
」
に
か
な
り
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。
同
期
の
小
山
剛
さ
ん
か
ら
の
お
誘
い
で
『
論
点
探
究
・
憲

法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
を
公
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
有
斐
閣
か
ら
出
版
さ
れ
、
学
部
生
の
こ
ろ
に
愛
読
し
た
芦

部
信
喜
＝
小
嶋
和
司
＝
田
口
精
一
『
憲
法
の
基
礎
知
識
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
）
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
す
。
小
山
さ
ん
は
、
他
方

で
、
信
山
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
『
プ
ロ
セ
ス
演
習
・
憲
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
も
企
画
さ
れ
、
私
も
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
の
「
教
科
書
」
と
な
る
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
到
達
点
と
し
て
、

司
法
試
験
対
応
を
意
識
し
つ
つ
も
、
ド
グ
マ
―
テ
ィ
ク
の
本
道
を
行
く
よ
う
な
小
山
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
を
横
目
に
見
つ
つ
、「
あ

あ
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
時
代
は
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
が
重
要
な
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

で
、
自
分
で
も
何
か
憲
法
訴
訟
論
と
言
い
ま
す
か
、
権
利
制
約
の
是
非
を
弁
別
す
る
ド
グ
マ
―
テ
ィ
ク
を
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
い
、
か
つ
て
学
部
時
代
に
直
に
一
瞬
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
香
城
敏
麿
裁
判
官
の
書
か
れ
た
も
の
な
ど
を
読
み
始
め
た
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
す
。
東
京
大
学
の
石
川
健
治
さ
ん
か
ら
月
刊
「
法
学
教
室
」
で
一
緒
に
連
載
を
や
ら
な
い
か
と
い
う
お
誘
い

を
受
け
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
と
行
政
法
の
亘
理
格
さ
ん
、
そ
れ
に
私
で
二
年
間
に
わ
た
っ
て
「
論
点
講
座
・
憲
法
の
解
釈
」
を
行

い
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
と
は
そ
れ
以
前
、
彼
が
都
立
大
、
私
が
白
鷗
の
頃
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
し
た
が
、
学
会
の
終
わ
っ
た
後
、

彼
か
ら
こ
の
企
画
へ
の
参
加
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
、「
ど
う
し
て
私
な
ん
で
す
か
？
」
と
伺
う
と
、「
私
と
駒
村
さ
ん
の
研
究
ス
タ

イ
ル
が
水
際
だ
っ
て
異
な
る
か
ら
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
石
川
さ
ん
に
は
連
載
に
お
い
て
確
固
た
る
企
画

趣
旨
が
あ
り
、
ご
自
分
の
憲
法
論
証
作
法
、
と
り
わ
け
刑
法
の
思
考
様
式
の
上
に
権
利
侵
害
論
証
を
組
み
立
て
る
作
法
が
果
た
し

て
い
い
の
か
悪
い
の
か
、
だ
め
な
ら
明
確
に
引
導
を
渡
し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
が
、「
水
際
だ
っ
て

異
な
る
」
私
が
そ
れ
を
内
在
的
に
ほ
じ
く
り
返
す
こ
と
な
ど
ム
リ
な
話
で
、
つ
い
て
い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
ね
。
石
川
さ

ん
の
本
来
の
企
み
か
ら
す
る
と
「
隔
靴
搔
痒
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
他
方
で
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
生
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ



27

駒村圭吾教授の研究の軌跡

た
よ
う
で
、
私
と
し
て
は
、
重
要
な
論
点
に
つ
い
て
有
益
な
示
唆
を
与
え
得
る
企
画
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
単
行
本
化
の
話
も

も
ち
ろ
ん
浮
上
し
ま
し
た
が
、
か
な
り
凝
っ
た
つ
く
り
に
し
よ
う
と
あ
れ
も
こ
れ
も
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
時
機
を
逸
し
て
し

ま
い
、
お
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
本
腰
を
入
れ
て
、
素
直
に
、
書
籍
化
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

　
　

こ
の
時
期
の
出
来
事
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
も
当
初
の
狂
騒
が
落
ち
着
き
出
し
た
こ
ろ
、
二
〇
一

七
年
の
七
月
に
、
憲
法
理
論
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
憲
法
訴
訟
の
動
向
―
―
実
務
と
学
説
の
対
話
」
に
渡
辺
康
行
さ
ん
と
と

も
に
元
最
高
裁
判
事
の
千
葉
勝
美
さ
ん
と
対
論
し
た
こ
と
で
す（

（4
（

。
千
葉
さ
ん
の
憲
法
訴
訟
論
に
つ
い
て
の
講
演
に
続
け
て
私
と
渡

辺
さ
ん
と
鼎
談
し
た
の
で
す
が
、
会
場
か
ら
の
反
応
は
「
や
は
り
裁
判
官
と
憲
法
学
者
の
間
に
は
対
話
な
ん
か
成
立
し
な
い
よ

な
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
ま
っ
た
く
逆
の
印
象
を
も
ち
ま
し
た
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。
む
し
ろ
裁
判
官
と
憲
法
学
者
の
対

話
は
確
実
に
成
立
し
得
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
点
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
蟻
川
恒
正
さ
ん
と
話
し
た
際
に
、
彼
も
ま
っ
た

く
同
意
見
だ
っ
た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
が
…
…
。

　
　

以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
当
時
の
憲
法
学
界
の
関
心
の
あ
り
か
が
見
え
て
来
る
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
憲
法
学
は
二
つ
の
正

面
を
相
手
に
し
て
い
た
、
二
つ
の
も
の
と
の
接
合
な
い
し
融
合
を
標
榜
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
に
、「
行
政
法
」

と
の
接
続
・
融
合
で
す
。
司
法
試
験
に
「
公
法
」
と
い
う
試
験
科
目
系
が
建
て
ら
れ
て
、
行
政
法
と
憲
法
の
融
合
問
題
が
出
題
さ

れ
る
可
能
性
が
期
待
（
あ
る
い
は
警
戒
）
さ
れ
、
石
川
さ
ん
や
亘
理
さ
ん
た
ち
と
の
連
載
企
画
は
そ
の
方
向
で
の
当
時
の
学
界
の

関
心
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
選
定
さ
れ
た
論
点
も
、
法
律
の
留
保
論
、
公
共
施
設
管
理
、
訴
訟
類
型
論
な
ど
二
つ
の
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
の
競
合
問
題
が
積
極
的
に
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
第
二
に
、「
判
例
」
と
の
接
合
で
す
。
憲
法
学
を
い
か
に
裁
判
官

た
ち
の
思
考
回
路
に
接
合
し
得
る
よ
う
に
再
構
築
で
き
る
か
、
と
い
う
強
い
関
心
が
当
時
の
学
界
に
は
あ
り
、
そ
れ
が
先
に
挙
げ

た
千
葉
勝
美
さ
ん
と
の
対
話
イ
ベ
ン
ト
に
個
人
史
的
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
い
ず
れ
も
未
完
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
登
場
と
そ
の
後
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の
蹉
跌
も
含
め
て
、
当
時
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
私
た
ち
の
意
識
の
変
容
は
、
憲
法
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
現

在
も
そ
の
延
長
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
六
〇
年
代
七
〇
年
代
は
、
芦
部
先
生
と
数
名
の
著
名
刑
事
裁
判
官
に
よ
っ
て
憲
法
訴

訟
論
が
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
師
匠
な
ど
の
世
代
は
憲
法
訴
訟
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
憲
法
学
者
で
は
な
い
と
い
う
感
じ

で
し
た
ね
。
が
、
実
務
の
関
心
は
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
判
例
研
究
的
な
色
彩
が
強
く
、
学
問
的
イ
ン
パ
ク
ト
は
フ
ェ

ー
ズ
2
に
展
開
移
行
し
て
い
く
こ
と
は
残
念
な
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
の
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
研
究

の
蓄
積
は
今
で
も
通
用
す
る
基
本
タ
ー
ム
を
た
く
さ
ん
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

横
大
道
：
　
駒
村
先
生
が
大
学
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
つ
ま
り
八
〇
年
代
か
ら
の
憲
法
学
の
動
向
と
の
関
連
で
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

制
度
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
か
。

駒
村
：
　
八
〇
年
代
は
、
憲
法
訴
訟
論
の
余
波
の
上
に
司
法
権
概
念
論
争
が
登
場
し
、
主
に
、
佐
藤
幸
治
先
生
の
業
績
が
学
界
を
席

巻
し
た
時
期
で
す
。
八
〇
年
代
末
、
一
九
八
九
年
に
は
、
昭
和
天
皇
崩
御
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
憲
法
学
を
含
む
社
会
科
学
の
反
応
は
素
早
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
同
年
に
公
表
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・

フ
ク
ヤ
マ
の
『
歴
史
の
終
わ
り
』
が
、
民
主
主
義
の
勝
利
宣
言
の
よ
う
に
響
い
て
い
た
時
期
で
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
件
は
、
民

主
主
義
を
内
在
的
に
再
問
す
る
こ
と
を
私
た
ち
に
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
当
時
の
憲
法
学
界
で
は
、
天
皇

制
や
民
主
政
を
再
考
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
き
、
憲
法
訴
訟
論
や
司
法
権
論
の
ブ
ー
ム
に
対
し
て
一
定
の
軌
道
修
正
が
働
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
九
〇
年
に
は
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
、
に
わ
か
に
九
条
論
、
国
際
平
和
主
義
な
ど
の
議
論
が
活
発

化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
九
〇
年
代
は
、
あ
る
意
味
で
憲
法
学
の
王
道
的
論
点
に
回
帰
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
徐
々
に
憲
法

改
正
運
動
が
息
を
吹
き
返
す
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
二
一
世
紀
を
迎
え
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
登
場
し
ま
す
。
か
つ
て
未
完
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
憲
法
訴
訟
論
や
司
法

権
論
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
よ
り
実
践
的
な
ト
ポ
ス
を
憲
法
学
者
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
グ
グ
っ
と
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再
興
し
て
き
ま
す
。
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
判
例
研
究
と
い
う
比
較
法
的
興
味
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
先
に
述
べ
た

「
行
政
法
」
と
の
接
続
に
よ
る
「
公
法
学
」
の
開
拓
と
、「
判
例
」
と
の
接
合
と
い
う
よ
り
実
践
的
な
意
味
合
い
の
強
い
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
あ
る
意
味
で
七
〇
年
代
の
憲
法
訴
訟
論
よ
り
も
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
別
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
七
〇
年
代
の
憲
法
訴
訟
論
の
蓄
積
を
活
用
・
発
展
さ
せ
る
好
機
が
め
ぐ
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

横
大
道
：
　
提
題
論
稿
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
駒
村
先
生
の
判
例
研
究
の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
ま
っ
た
く
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
判
例
を
ど
れ
だ
け
知
悉
し
て
い
る
か
が
決
め
手

に
な
る
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
徐
々
に
、「
判
例
至
上
主
義
」
あ
る
い
は
「
判
例
絶
対
主
義
」
の
よ
う

な
も
の
と
な
っ
て
潮
流
化
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ
は
現
時
点
で
も
続
い
て
い
る
通
奏
低
音
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
と
判
例

至
上
主
義
を
非
難
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
一
定
の
範
囲
で
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
傾
向
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

ま
あ
な
ん
と
申
し
ま
す
か
、
あ
ま
り
に
過
度
に
な
る
と
よ
く
な
い
。
否
、
む
し
ろ
平
板
化
し
て
自
動
化
さ
れ
た
潮
流
に
な
る
こ
と

に
対
す
る
危
惧
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
切
な
何
か
を
失
う
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
て
、

横
大
道
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
判
例
を
網
羅
的
に
列
挙
羅
列
し
て
分
析
す
る
こ
と
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
重
要
な
判
例
を
一

個
の
完
結
し
た
法
世
界
を
構
築
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
見
る
こ
と
を
通
じ
て
、
深
堀
り
す
る
と
い
い
ま
す
か
、
も
て
る
可
能

性
を
そ
こ
か
ら
開
花
さ
せ
る
た
め
の
素
材
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
の
で
す（

（4
（

。
そ
の
よ
う
な
方
向
で
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
れ
も
横

大
道
さ
ん
が
的
確
に
挙
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
『
危
機
の
憲
法
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
に
所
収
し
た
「
危
機
・
憲
法
・
政
治

の“Zone of T
w

ilight”

」
で
す
。Y

oungstow
n Sheet &

 T
ube Co. v. Saw

yer

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決
（
一
九
五
二
年
）

を
し
つ
こ
く
分
析
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
正
確
に
言
い
ま
す
と
、
こ
の
作
品
は
、
今
述
べ
た
判
例
分
析
に
対
す
る
ス
タ
イ
ル
の

変
化
を
反
映
し
た
と
い
う
面
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
早
稲
田
を
幹
事
校
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
奥
平
康
弘
先
生
と
樋
口
陽
一
先
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生
を
囲
む
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
種
々
の
啓
発
を
受
け
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。
奥
平
・
樋
口
が
生
み
出
す
そ
の
よ

う
な
学
問
的
磁
場
に
一
定
期
間
所
在
し
た
こ
と
も
、
私
を
大
き
く
変
え
た
と
も
言
え
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

し
ま
す
と
、
あ
の
「
危
機
・
憲
法
・
政
治
の
…
…
」
論
文
は
、
蟻
川
恒
正
さ
ん
が
お
や
り
に
な
っ
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
裁
判
官
の
言
説

分
析
を
意
識
し
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
蟻
川
さ
ん
が
扱
っ
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
裁
判
官
の
も
う
ひ
と
つ
の
相
貌
を
描
き
出
し
て
、

そ
こ
か
ら
あ
る
種
の
立
体
的
な
テ
キ
ス
ト
の
共
鳴
の
よ
う
な
も
の
を
企
て
た
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
す
。
い
か
に
も
樋
口
的
な
試

み
と
言
え
ま
せ
ん
か
（
笑
）。
成
功
し
て
い
る
自
信
は
な
く
、
む
し
ろ
企
て
と
し
て
は
不
発
に
終
わ
っ
て
い
る
と
自
認
し
て
い
ま

す
（
笑
）。

　
　

判
例
に
対
す
る
向
か
い
方
が
変
わ
っ
た
と
言
う
点
で
言
え
ば
、『
憲
法
訴
訟
論
の
現
代
的
転
回
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）

も
自
分
の
中
で
は
重
要
な
も
の
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
あ
れ
は
、
石
川
さ
ん
た
ち
と
や
っ
た
「
憲
法
の
解
釈
」
と
い
う
連
載
で

は
未
消
化
で
あ
っ
た
こ
と
ど
も
を
、
自
分
な
り
に
持
続
的
に
追
究
し
て
行
く
先
に
で
き
あ
が
っ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
面
が
強
い

で
す
。
が
、
他
面
、
判
例
至
上
主
義
に
対
す
る
歓
迎
と
批
判
と
い
う
、
や
や
複
雑
な
私
の
ス
タ
ン
ス
を
反
映
も
し
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
判
例
の
中
に
現
れ
た
論
理
を
そ
の
ま
ま
抽
出
し
て
、
準
備
書
面
や
答
弁
書
で
活
用
す
る
手
引
き
と
し
て
書
い
た
面
が
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
有
体
に
言
え
ば
、
司
法
試
験
答
案
で
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
判
例
自
ら

が
こ
う
い
う
論
理
を
使
っ
た
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
法
理
と
し
て
鋳
直
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
で

も
あ
り
ま
し
た
。

三　

留
学
、
そ
し
て
「
改
憲
論
」・「
同
性
婚
訴
訟
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

横
大
道
：
　
今
の
若
い
世
代
の
憲
法
学
者
の
方
々
は
、
こ
の
時
期
の
研
究
が
「
駒
村
憲
法
学
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
か
も
し
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れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
醸
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
詳
細
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
伺
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
紙
幅
の
こ
と
を
考
え
ま
し
て
、
第
四
期
に
移
り
ま
す
。

　
　

私
の
認
識
で
は
、
二
〇
一
三
年
前
後
か
ら
、
駒
村
先
生
の
社
会
的
な
意
味
で
の
「
露
出
」
が
増
え
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の

背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
憲
法
学
界
の
な
か
で
活
躍
す
る
方
の
見
解
を
求
め
た
い
と
い
う
社
会
の
側
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
二
〇
一
一
年
の
自
民
党
改
憲
案
の
公
表
や
、
二
〇
一
四
年
閣
議
決
定
な
ど
が
あ
り
、
駒
村
先
生
自
身
が
黙
っ
て
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
二
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
で
外
か
ら
日
本
を
見
る
こ
と
に
な
り
、

思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

駒
村
：
　
お
そ
ら
く
は
敬
意
と
多
少
の
ギ
ャ
グ
を
込
め
て
「
駒
村
憲
法
学
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
も
の
は
な
い
で
す
ね
（
笑
）。
な
ん
で
も
手
あ
た
り
次
第
に
、
書
い
て
き
た
だ
け
で
、
何
か
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
企
て
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
。
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
そ
の
時
期
に
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
登
場
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
解
釈
学
説
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
憲
法
学
の
メ
イ
ン
・
コ
ー
ス
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
近
い
仕
事
を
集
中
的
に
や
っ
て

い
た
の
は
そ
の
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
こ
れ
も
ご
指
摘
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
露
出
」
が
増
え
た
の
も
事
実
で
す
。

そ
れ
に
は
二
つ
の
方
向
性
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
「
改
憲
論
」
で
、
も
う
ひ
と
つ
が
「
同
性
婚
訴
訟
」
で
す
。

　
　
「
改
憲
論
」
へ
の
接
近
に
は
や
や
運
命
的
な
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
在
学
研
究
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
は
、
九
・
一
一
の
影
響
も
あ
り
、
国
土
安
全
保
障
省
の
指
示
で
二
年
間
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
発
前

に
組
立
て
な
い
と
ビ
ザ
が
取
れ
な
い
と
い
う
時
代
で
し
た
。
し
か
も
、
留
学
の
許
し
が
出
た
の
も
突
然
だ
っ
た
の
も
の
で
数
か
月

で
二
年
間
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る
と
い
う
慌
た
だ
し
い
状
況
で
し
た
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
困
っ
て
し
ま
い
、
名
刺

入
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
る
と
名
刺
交
換
を
し
た
こ
と
の
あ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
先
生
の
名
刺
が
出
て
き
た
の
で
、
す
ぐ
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に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
東
ア
ジ
ア
研
究
科
に
来
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
〇
・
五
件
が
落
着
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
妻
の

通
う
歯
医
者
さ
ん
の
知
り
合
い
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
関
係
者
が
お
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
下
見
に
行
っ
た
と
き
に
、
そ
の
方
と
ボ
ス

ト
ン
で
お
会
い
し
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国
す
る
と
も
う
年
末
で
、
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
連
絡
を
す
る
と
「
も
う
締
め
切
っ
た
」
と
言
わ
れ
、「
ど
う
に
か
お
願
い
で
き
な
い
か
」
と
頼
み
込
み
、
無
理
や
り
口

頭
試
験
を
受
け
、
幸
い
合
格
し
ま
し
た
。
出
発
の
二
か
月
前
で
、
こ
れ
か
ら
ビ
ザ
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
焦
り
ま

し
た
が
、
ど
う
に
か
間
に
合
い
ま
し
た
。

横
大
道
：
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
の
駒
村
先
生
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
裏
に
は
そ
の
よ
う

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

駒
村
：
　
な
つ
か
し
い
で
す
ね
。
さ
て
、
そ
の
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
か
ら
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
移
る
二
〇

〇
九
年
四
月
は
ま
だ
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
着
任
で
き
な
い
の
で
、
五
か
月
ほ
ど
ど
こ
か
に
所
属
で
き
な
い
と
ビ
ザ
が
取
得
で
き
な
い

こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
ま
た
焦
っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
い
た

だ
き
、
難
を
逃
れ
た
の
で
す
。
そ
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
受
け
入
れ
教
授
が
、
そ
の
後
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
に
な
る
ヘ
レ

ン
・
ハ
ー
デ
カ
ー
教
授
で
し
た（

（4
（

。
ハ
ー
デ
カ
ー
教
授
は
、
日
本
宗
教
社
会
論
の
専
門
家
で
、
神
道
研
究
の
第
一
人
者
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
「State Shintoism

」
と
い
う
ク
ラ
ス
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
出
席
し
た
時
に
考

え
て
い
た
こ
と
は
後
年
論
文
に
な
り
ま
し
た（

（4
（

。
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
大
学
院
教
育
に
は
驚
愕
す
る
も
の
が
あ

り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
院
生
と
一
緒
に
勉
強
会
を
や
っ
た
り
、
ハ
ー
デ
カ
ー
先
生
の
代
講
（
オ
ウ
ム
真
理
教
裁

判
と
東
京
裁
判
の
比
較
と
い
う
仰
天
す
る
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
を
与
え
ら
れ
戸
惑
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
）
も
や
っ
た
り
で
、
こ
の
時

期
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
あ
ら
ゆ
る
図
書
館
を
使
い
倒
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ー
デ
カ
ー
先
生
が
主
宰
し
て
い
た
の
が
「
憲
法
改

正
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
改
憲
動
向
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
将
来
現
れ
る
で
あ
ろ
う
研
究
者
の
た
ま
ご
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に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
も
続
い
て
い
ま
す（

（4
（

。
そ
の
時
に
知
っ
た
の
は
、
改
憲
を
す
す
め
よ
う
と
す

る
勢
力
に
対
し
て
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
抵
抗
な
い
し
発
言
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
た
ち
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。Civic A

ctivism

と
い
う
表
現
を
よ
く
耳
に
し
、
外
交
評
議
会
の
あ
る
研
究
者
は
三
里
塚
闘
争
の
追
想
記

を
愛
読
書
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
後
、
憲
法
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本
務
校
の
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
と
接
続

し
、
国
際
交
流
協
定
（M

em
orandum

 of U
nderstanding, M

O
U

）
を
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
と
結
び
、
五
年
間
（
一
度
更
新
し
ま
し
た
）

の
期
限
を
区
切
っ
て
「
慶
應
＝
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
戦
後
日
本
の
か
た
ち
』」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
三
田
で
相
互
に
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
め
っ
た
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
結
ん
で
く

れ
な
い
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
が
よ
く
応
諾
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
成
果
も
海
外
の
出
版
社
か
ら
公
刊
し
、

形
に
な
っ
て
い
ま
す（

（4
（

。

　
　

さ
ら
に
、
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
口
頭
報
告
会
を
開
く
こ

と
が
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
気
楽
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
の
で
す
（
笑
）。
そ
の
際
に
提
出
し
た
ペ
ー
パ
ー
で

は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
を
「
八
月
革
命
」
と
い
う
の
に
対
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
を
押
し

つ
け
た
翌
年
二
月
一
三
日
を
「
二
月
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
呼
ん
で
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
後
に
極
東
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
追
完
さ
れ
、
押
し
つ
け
は
合
法
的
に
な
さ
れ
た
、
と
い
う
着
想
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
後
年
、
英
語
の
文
献

と
し
て
形
に
な
り
ま
し
た（

（4
（

。

　
　

こ
の
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
滞
在
は
、
ア
メ
リ
カ
に
い
な
が
ら
日
本
国
憲
法
の
正
統
性
や
国
家

神
道
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
留
学
の
意
義
を
阻
喪
す
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、
他
方
で
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に

い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
う
課
題
に
向
き
合
え
、
ま
た
、
あ
る
意
味
で
ま
る
で
よ
そ
の
国
の
出
来
事
を
客
観
的
に
見
据
え
る
か
の

よ
う
な
一
時
的
錯
覚
に
陥
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
の
研
究
生
活
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
そ
の
後
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の
私
の
研
究
活
動
に
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
ス
ピ
ン
オ
フ
的
な
人
間
関
係
も
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
と
い
う
場
で
生
ま
れ
、
今
の

私
の
国
際
人
脈
も
そ
こ
が
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す（

（5
（

。

　
　

さ
て
、
帰
国
し
て
み
ま
す
と
、
日
本
は
、
二
〇
一
二
年
の
自
民
党
憲
法
改
正
案
の
登
場
と
、
安
倍
政
権
時
代
に
突
入
し
て
い
き
、

改
憲
論
批
判
の
著
作
が
次
々
に
出
版
さ
れ
る
と
い
う
時
期
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
私
の
そ
れ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
、
お
そ
ら
く
岩
波

書
店
の
あ
る
企
画
（
奥
平
康
弘
他
編
『
改
憲
の
何
が
問
題
か
』（
二
〇
一
三
年
））
に
参
加
し
た
の
が
最
初
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す（

（5
（

。

実
は
、
私
は
憲
法
改
正
そ
の
も
の
に
は
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
憲
法
自
身
が
改
正
条
項
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
す

し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
や
る
他
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
や
る
な
ら
、
本
当
に
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
や
ら
な
い
と
、
そ
れ
は

憲
法
に
失
礼
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
岩
波
書
店
に
は
「
憲
法
改
正
そ
の
も
の
に
は
反
対
じ
ゃ
な
い
が
、
そ

れ
で
い
い
か
」
と
一
応
確
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
最

初
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
改
憲
論
や
立
憲
主
義
論
、
戦
後
憲
法
論
に
つ
い
て
の
発
言
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

横
大
道
：
　
も
う
ひ
と
つ
の
「
露
出
」
で
あ
る
「
同
性
婚
訴
訟
」
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
こ
れ
は
吉
川
智
志
さ
ん
と
の
対
話
篇
の
「
一
」
で
も
触
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
こ

こ
で
は
少
々
違
っ
た
角
度
か
ら
の
話
も
含
め
て
、
述
べ
て
お
き
ま
す
。
私
は
、
同
性
婚
を
含
む
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
以
前
か
ら

強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
留
学
に
出
る
二
〇
〇
八
年
以
前
か
ら
、
そ
れ
と

な
く
そ
の
方
向
に
近
づ
い
て
行
っ
た
の
だ
な
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　
　

そ
れ
も
、
あ
る
意
味
、
別
の
関
心
を
手
繰
っ
て
い
く
と
、
次
第
に
こ
の
問
題
に
近
づ
い
て
行
っ
た
と
言
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、intim

ate association

（
親
密
圏
）
の
自
由
が
世
紀
転
換
期
に
ア
メ
リ
カ
で
流
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
連
で

Gay Law

が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
、
だ
れ
か
や
ら
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
（
後
に
岡
田
順
太
さ
ん
が
こ
れ
に
深
く
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
き
ま
す（

（5
（

）。
そ
ん
な
と
き
、
丁
度
、
二
〇
〇
三
年
にLaw

rence v. T
exas

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決
（539 U

.S. 558 
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（2003

））
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
法
を
違
憲
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
と
て
も
大
き
な
判
決
で
し
た
の
で
、
ソ
ド
ミ

ー
云
々
と
い
う
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究
の
一
環
と
し
て
フ
ツ
ウ
に
読
み
、
分
析
し
、
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
二

〇
〇
五
年
の
「
道
徳
立
法
と
文
化
闘
争
」（

（5
（

と
い
う
論
文
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
同
性
愛
問
題
と
い
う
よ
り
も
、「
道
徳

立
法
」
つ
ま
り
「
意
味
の
秩
序
」
を
固
定
化
し
よ
う
と
す
る
立
法
と
、「
意
味
の
秩
序
」
を
保
守
／
解
体
し
よ
う
と
す
る
「
文
化

闘
争
」
と
い
う
関
心
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
従
前
の
私
の
関
心
で
あ
っ
た
「
寛
容
の
論
法
」
や
「
基
本
善
構
築
ゲ
ー
ム
」
の
応
用
展

開
と
い
う
関
心
、
そ
れ
ら
二
つ
に
出
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
同
性
愛
は
そ
の
た
め
の
素
材
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
じ
二
〇
〇
五
年
に
、
公
共
政
策
学
会
か
ら
〝
市
民
社
会
論
〟
で
何
か
書
い
て
く
れ
と
い
う
依
頼
に
応
え
て
、「
法
制
度
の
刷
新

と
市
民
社
会
」（

（5
（

と
い
う
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。
実
は
、
私
が
「
寛
容
の
論
法
」
に
つ
い
て
書
い
た
初
期
論
文
が
所
収
さ
れ
た
の

は
、
今
井
弘
道
編
『
新
・
市
民
社
会
論
』（
風
行
社
、
二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
「
市
民
社
会
」
に
つ
い
て
の
本
で
し
た
。
お
そ
ら
く
、

そ
れ
で
引
っ
か
か
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、「
法
制
度
の
刷
新
と
…
…
」
論
文
は
バ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け

る
同
性
婚
論
争
を
め
ぐ
る
討
議
過
程
を
市
民
社
会
の
動
態
も
含
め
て
描
い
た
も
の
で
す
。
今
か
ら
思
え
ば
、
思
い
出
深
い
論
文
で
、

こ
こ
に
も
、
討
議
民
主
政
論
、
市
民
社
会
論
、
同
性
婚
と
い
う
後
に
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
私
の
関
心
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
既
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
付
け
加
え
ま
す
と
、
留
学
の
直
前
、
二
〇
〇
八
年
の
一
月

に
、
当
時
、
早
稲
田
大
学
で
定
期
開
催
さ
れ
て
い
た
憲
法
問
題
研
究
会
（
前
述
し
た
奥
平
康
弘
先
生
と
樋
口
陽
一
先
生
を
囲
む
自
主

勉
強
会
）
の
終
了
後
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
読
も
う
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
こ
でK

enji Y
oshino

のCovering: T
he 

H
idden A

ssault on O
ur Civil R

ights 

（Random
 H

ouse, 2006
）
の
書
評
報
告
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。Y

oshino

の
こ

の
作
品
は
ゲ
イ
で
あ
る
彼
自
身
の
回
顧
録
で
あ
る
と
同
時
に
新
し
い
公
民
権
運
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
同
性
愛
に
つ
い
て
の
関
心
と
い
う
よ
り
も
、
純
粋
にK

enji Y
oshino

と
い
う
気
鋭
の
憲
法
学
者
に
関
心
が
あ
っ

て
報
告
対
象
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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留
学
で
は
、
こ
う
い
っ
た
「
傾
向
」
に
ち
ょ
っ
と
小
休
止
を
い
た
だ
い
た
感
じ
が
し
ま
す
。
憲
法
改
正
論
や
日
本
国
憲
法
の
正

統
性
の
議
論
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
二
〇
一
〇
年
に
帰
国
し
て
五
年
ほ
ど
た

つ
と
、
例
の
、
同
性
婚
を
認
め
な
い
州
法
は
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
たO

bergefell v. H
odges

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決

（576 U
.S. 644

（2015

））
が
出
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
は
、
日
本
で
も
は
じ
め
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
が
渋
谷
区
と
世
田
谷

区
で
導
入
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
私
は
、
岩
波
書
店
の
『
世
界
』
にO

bergefell

判
決
に
つ
い
て
の
ご
く
短
い
エ
ッ
セ

イ
（
（5
（

を
書
き
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
か
ら
同
性
婚
訴
訟
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

以
上
、
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
二
〇
一
〇
年
以
降
は
、
憲
法
改
正
（
あ
る
い
は
戦
後
憲
法

史
）
と
同
性
婚
訴
訟
を
二
つ
の
軸
と
し
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
前
者

の
方
向
性
は
、
い
く
つ
か
の
英
語
論
文
に
な
り
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
で
英
語
の
報
告
を
す
る
機
会
が
一
挙
に

増
え
、
あ
る
意
味
で
私
の
海
外
展
開
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
主
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
同
性
婚
訴
訟
は
、
大
阪
地
裁
判
決
を
除

き
、
他
の
地
裁
判
決
、
な
ら
び
に
高
裁
判
決
の
全
て
が
違
憲
判
決
で
し
て
、
意
見
書
の
執
筆
な
ど
で
の
ご
協
力
も
無
駄
で
は
な
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
同
性
婚
訴
訟
に
つ
い
て
、
特
に
今
後
の
立
法
措
置
の
促
進
に
つ
い
て
、
政
党
の
勉
強
会
や
議

員
の
自
主
勉
強
会
、M

arriage for A
ll

と
い
う
団
体
が
主
宰
す
る
、
い
わ
ゆ
る
『
マ
リ
フ
ォ
ー
国
会
』
な
ど
に
も
参
加
し
、
広

義
の
ロ
ビ
ー
活
動
（
笑
）
に
も
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

横
大
道
：
　
近
年
で
は
日
本
の
憲
法
学
者
も
様
々
な
国
際
学
会
に
出
席
し
た
り
、
国
際
的
な
媒
体
に
論
文
を
掲
載
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
い
ち
早
く
実
践
な
さ
れ
て
い
た
駒
村
先
生
が
「
海
外
展
開
用
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
表
現
さ
れ
た

こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
時
期
に
慶
應
義
塾
内
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
た
こ
と
が
、
駒
村
先
生
の
研
究
に
取
っ
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す

か
。
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駒
村
：
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
こ
ろ
、
一
介
の
大
学
教
授
か
ら
、
管
理
職
的
な
立
場
に
い
き
な
り
就
き
ま
し
た
ね
。
二
〇
一
二
年
に
、

慶
應
義
塾
高
等
学
校
の
校
長
を
や
り
、
一
三
年
に
は
慶
應
義
塾
常
任
理
事
と
な
っ
て
塾
長
を
支
え
大
学
経
営
に
直
接
関
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
に
退
任
す
る
ま
で
八
年
間
務
め
ま
し
た
。
研
究
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
せ
っ
か
く
の
ご

質
問
な
の
で
す
が
、
特
に
な
い
で
す
ね
（
笑
）。
一
点
あ
る
と
す
れ
ば
、
執
筆
に
割
け
る
時
間
が
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
見
切
り
発
車
で
中
途
半
端
な
も
の
ば
か
り
書
い
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
時
間
は
か
か
る
も
の
で
す
（
笑
）。
が
、
常
任
理
事
に
な
っ
て
生
産
力
が
落
ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
質
の
低
下
は
大
い
に
あ
り
得
ま
す
が
、
生
産
力
そ
の
も
の
は
落
ち
る
ど
こ
ろ
か
上
が
っ
た
と
す
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
三
〇

分
や
一
五
分
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
完
全
に
フ
リ
ー
な
三
日
間
与
え
ら
れ
て
も
、
結
構
、
人
っ
て
何
も
し
ま
せ
ん

か
ら
ね
（
笑
）。

横
大
道
：
　
管
理
職
的
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
次
々
と
質
の
高
い
ご
業
績
を
刊
行
さ
れ
る
様
子
を
見
て
、
自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば

と
焦
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

四　

こ
れ
か
ら
の
「
駒
村
憲
法
学
」

横
大
道
：
　
あ
ま
り
紙
幅
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
（
む
し
ろ
大
幅
に
超
過
中
）、
最
後
に
第
五
期
、
す
な
わ
ち
、
駒
村
先
生
の
研
究

の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
を
退
職
後
、
ど
の
よ
う
な
研
究
プ
ラ
ン
を
抱
い
て
い
る
の
か
（
あ
る

い
は
い
な
い
の
か
）
に
つ
い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
先
ほ
ど
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
に
「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
の
で
、
や

は
り
も
う
一
言
だ
け
触
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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「
駒
村
憲
法
学
」
な
ん
て
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
も
し
「
駒
村
憲
法
学
」
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
誰
に
で
も
そ
の
人
固
有

の
研
究
履
歴
が
あ
る
以
上
、
誰
に
で
も
「
…
…
憲
法
学
」
と
表
し
得
る
各
人
固
有
の
憲
法
学
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な
意

味
で
な
ら
「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
、
き
っ
と
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
、
横
大
道
さ
ん
は
ま
さ
に
そ
の
意

味
で
用
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
と
す
れ
ば
、
勝
手
に
「
勘
弁
し
て
く
れ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
私
こ
そ
が
勘
違
い
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
勘
違
い
を
す
る
背
景
に
は
や
は
り
あ
る
種
の
自
己
顕
示
欲
と
い
う
か
学
問
的
虚
栄
心
が
あ
る
か
ら
、

「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
呼
ば
れ
方
を
返
上
す
る
フ
リ
を
す
る
の
だ
な
、
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
結
構
微
妙

な
論
点
を
含
む
の
が
「
〇
〇
憲
法
学
」
と
い
う
呼
び
方
で
す
。

　
　

私
自
身
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、「
〇
〇
憲
法
学
」
が
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
し
て
成
立
す
る
に
は
、
ま
ず
燦
然
と
輝
く
「
教
科
書
」

な
い
し
「
体
系
書
」
を
著
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
で
し
ょ
う
。
次
の
そ
の
研
究
者
の
所
説
が
頻
繁
に
参
照
さ
れ
、
引
用
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
ど
ち
ら
の
条
件
に
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
賞
賛
と
権
威
に
敢
え
て

背
を
向
け
、
異
彩
を
放
ち
続
け
る
「
気
に
な
る
存
在
」
的
な
憲
法
学
者
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
実
際
に
、
関
西
、
九
州
、
東
北
あ

た
り
に
は
（
私
が
見
て
）
そ
れ
に
当
た
る
人
は
何
名
か
い
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
後
者
の
「
気
に
な
る
異
彩
」
は
、
な
ろ

う
と
思
っ
て
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
な
っ
た
つ
も
り
で
も
ひ
と
り
合
点
で
無
視
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
、
と
い
う
非
常
に

難
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
で
あ
る
点
で
す
。
そ
う
い
う
方
た
ち
の
業
績
を
「
△
△
憲
法
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
っ
ち
の
方
が
光
栄
だ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
き
れ
ば
、
そ
う
い
う
異
彩
の
陰
に
隠
れ

て
、
本
番
な
の
に
ス
テ
ー
ジ
の
脇
で
自
分
だ
け
の
隠
し
芸
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
憲
法
研
究
者
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す

（
笑
）。

　
　

横
大
道
さ
ん
と
の
対
話
で
は
、
こ
こ
数
年
間
の
私
の
や
っ
て
い
る
こ
と
、
神
経
法
学
（neuroscience and law

, neurolaw

）、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
、
意
味
の
秩
序
論
、
文
学
裁
判
と
近
代
な
ど
に
つ
い
て
議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
経
法
学
に
つ
い
て
は
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小
久
保
提
題
論
稿
が
、
意
味
の
秩
序
論
に
つ
い
て
は
菅
谷
提
題
論
稿
と
吉
川
提
題
論
稿
が
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
最
後
の
「
文
学
裁
判
と
近
代
」
に
つ
い
て
は
出
版
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
対
話
が
活
字
化
さ
れ
る
こ
ろ
に
間
に

合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
も
や
り
か
け
て
は
い
る
の
で
す
が
、
果
て
さ
て
ど
う
な
る
か
…
…
。
定
年
退
職

後
の
研
究
生
活
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
あ
ま
り
大
き
な
不
安
は
な
い
の
で
す
が
、
教
育
の
現
場
を
失
う
こ
と
が
お
そ
ら
く
現
時

点
で
の
最
大
の
懸
念
事
項
で
す
ね
。

　
　

以
上
の
研
究
の
軌
跡
の
上
で
、
さ
ら
に
や
り
た
い
こ
と
が
次
々
出
て
き
て
、
実
際
に
、
各
方
面
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
こ
こ
で
言
及
す
る
と
後
で
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
七
〇
歳
に
な
っ
た
ら
改
め
て
対
話
篇
で
総
括
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
素
材
や
話
題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

今
少
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
大
道
：
　
最
初
に
私
が
作
成
し
た
提
題
論
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「『
駒
村
憲
法
学
』
の
軌
跡
」
で
し
た
が
、
先
生
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

で
「
駒
村
圭
吾
教
授
の
研
究
の
軌
跡
」
に
修
正
し
ま
し
た
（
笑
）。
し
か
し
私
と
し
て
は
、
駒
村
先
生
が
お
書
き
に
な
ら
れ
た

様
々
な
ご
論
稿
を
振
り
返
り
、
そ
こ
に
「
意
味
」
を
見
出
し
、「
物
語
」
を
付
与
す
る
と
し
た
ら
、
や
は
り
「
駒
村
憲
法
学
」
と

い
う
名
称
が
し
っ
く
り
き
ま
す
（
笑
）。
こ
こ
は
解
釈
の
違
い
で
す
ね
。

　
　

私
に
と
っ
て
の
駒
村
先
生
は
、（
そ
の
文
体
を
含
め（

（5
（

）「
気
に
な
る
異
彩
」
ど
こ
ろ
か
、“fixed star in m

y constitutional 

constellation”

で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
を
何
よ
り
大
切
に
な
さ
っ
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
な
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
話
と
共
に
、「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
「
素
敵
な
な
ぞ
な
ぞ（

（5
（

」
と
向

き
合
い
、
時
に
は
批
判
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
こ
の
対
話
は
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
三
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
】
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（
1
）　

駒
村
圭
吾
『
権
力
分
立
の
諸
相
―
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
機
関
問
題
と
抑
制
・
均
衡
の
法
理
』（
南
窓
社
、
一
九
九
九
年
）。
駒

村
の
独
立
行
政
委
員
会
お
よ
び
権
力
分
立
研
究
の
今
日
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
瑞
慶
山
広
大
の
論
文
と
対
話
篇
を
参
照
。

（
2
）　

駒
村
圭
吾
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
行
政
機
関
と
権
力
分
立
―
―
中
央
銀
行
の
独
立
性
の
理
論
的
基
礎
に
向
け
て
」
白
鷗
法
学
一

六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
二
頁
。
な
お
、
駒
村
本
人
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
著
名
教
授
に
独
立
行
政
委
員
会
の
論
点
に
つ
い
て
尋
ね
、「
解
決

済
み
」
だ
と
言
質
を
取
っ
て
き
た
旨
を
駒
村
に
伝
え
て
き
た
学
友
が
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）　

駒
村
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
行
政
機
関
と
権
力
分
立
」・
前
掲
注（
2
）三
二
頁
。
す
で
に
こ
の
段
階
で
「
統
治
制
度
の
設
計
」

に
関
心
が
向
い
て
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
詳
細
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
こ
の
問
題
関
心
に
基
づ
く
研
究
成
果
と
し

て
、
二
〇
年
後
の
駒
村
圭
吾
＝
待
鳥
聡
史
編
『
統
治
の
デ
ザ
イ
ン
―
―
「
日
本
の
憲
法
改
正
」
を
考
え
る
た
め
に
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二

〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）　

某
大
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て
い
な
が
ら
急
遽
進
路
変
更
を
し
て
大
学
院
進
学
を
決
め
た
と
い
う
駒
村
が
、
当
初
か
ら
そ
こ
ま
で

の
鋭
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
駒
村
を
過
小
評
価
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
）　

駒
村
が
初
め
て
論
文
を
公
表
し
た
の
は
一
九
八
九
年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
前
掲
注（
1
）に
所
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
独
立
行
政

委
員
会
の
『
独
立
』
の
正
当
性
―
―
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
例
の
動
向
と
現
状
」
法
学
政
治
学
論
究
三
号
（
一
九
八
九
年
）
四
五
頁
以
下

と
、「
ア
メ
リ
カ
放
送
法
制
に
お
け
る
『
公
平
原
則
』
の
衰
退
―
―
表
現
の
自
由
論
の
一
環
と
し
て
」
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報

三
三
号
（
一
九
八
九
年
）
九
五
頁
以
下
を
公
表
し
て
い
る
。
な
お
、
実
は
後
者
の
論
文
の
刊
行
が
先
行
し
て
い
る
（
前
者
が
一
二
月
で
後

者
が
九
月
）。
駒
村
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、
表
現
の
自
由
の
論
文
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
そ
の
前
に
も
短
い
書
評
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
）。

（
6
）　

駒
村
圭
吾
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理
―
―
表
現
の
自
由
の
公
共
的
使
用
』（
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
三
三
八
頁
。
ま
た
、

駒
村
圭
吾
「
根
岸
政
治
学
に
関
す
る
若
干
の
考
察
―
―
私
的
回
顧
と
憲
法
学
か
ら
の
管
見
」
法
学
研
究
七
七
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）

九
七
―
九
八
頁
も
参
照
。

（
7
）　

例
え
ば
、
駒
村
圭
吾
「
表
現
の
自
由
の
経
済
学
的
分
析
―
―
い
わ
ゆ
る
『
法
と
経
済
学
』
的
手
法
の
憲
法
学
的
領
域
へ
の
応
用
可
能

性
」
慶
應
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
四
〇
号
（
一
九
九
三
年
）
七
三
頁
以
下
で
は
、
日
本
で
い
ち
早
く
こ
の
表
現
の
自
由
の
経
済
的
分

析
が
試
み
ら
れ
た
。

（
8
）　

駒
村
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理
』・
前
掲
注（
6
）。
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（
9
）　

駒
村
圭
吾
「『
生
命
・
人
間
・
倫
理
』
の
憲
法
論
（
1
）
～
（
3
）
―
―
『
中
絶
の
自
由
』・『
延
命
治
療
拒
否
権
』
が
提
起
し
た
倫

理
的
問
題
に
関
す
る
憲
法
学
的
考
察
」
白
鷗
法
学
一
号
（
一
九
九
四
年
）
一
四
七
頁
以
下
、
同
三
号
（
一
九
九
五
年
）
九
九
頁
以
下
、
同

四
号
（
一
九
九
五
年
）
八
一
頁
以
下
。
ち
な
み
に
こ
の
連
載
は
未
完
の
ま
ま
で
あ
り
、
続
刊
が
待
た
れ
る
。

（
10
）　

駒
村
「「
生
命
・
人
間
・
倫
理
」
の
憲
法
論
（
1
）」・
前
掲
注（
9
）一
五
一
―
一
五
二
頁
。

（
11
）　

そ
の
後
の
「
法
哲
学
」
的
な
論
文
と
し
て
、
渡
辺
忠
＝
河
原
文
敬
＝
駒
村
圭
吾
＝
本
村
雅
一
「
国
家
・
道
徳
・
中
立
性
（
1
）
～

（
2
・
完
）
―
―
Ｓ
・
Ａ
・
ガ
ー
ド
バ
ウ
ム
論
文
を
き
っ
か
け
に
」
白
鷗
法
学
五
号
（
一
九
九
六
年
）
二
八
七
頁
以
下
、
同
六
号
（
一
九

九
六
年
）
三
二
一
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「
公
民
的
共
和
制
構
想
と
価
値
衝
突
―
―
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
を
超
え
て
」
白
鷗
法
学
九
号

（
一
九
九
七
年
）
八
五
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
12
）　
「
駒
村
圭
吾
サ
ブ
ゼ
ミ
『
Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
の
パ
ワ
ー
に
誘
い
込
ま
れ
た
』」（
二
〇
〇
二
年
六
月
二
一
日
）https://sfcclip.

net/2002/06/ 4193/

（
13
）　

新
た
に
創
設
さ
れ
た
白
鷗
大
学
法
学
部
の
同
僚
―
―
共
著
や
共
訳
を
し
た
こ
と
が
あ
る
阿
部
信
行
、
荒
木
教
夫
、
河
原
文
敬
ら
―
―

と
の
交
流
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
た
ま
た
ま
同
じ
非
常
勤
先
の
講
師
室
で
知
り
合
い
、
以
後
、
東
京
法
哲
学
研
究
会
な
ど
で
そ

の
謦
咳
に
接
し
て
い
る
」
と
い
う
井
上
達
夫
教
授
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
（
駒
村
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
法
理
』・
前
掲
注（
6
）三
三
八
頁
）。

な
お
、
本
文
引
用
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
は
、「
寛
容
な
社
会
」
へ
の
関
心
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
直
接
論
じ
た
論
文
は
、
駒

村
圭
吾
「
寛
容
の
論
法
―
―
善
の
解
釈
的
開
放
性
」
今
井
弘
道
編
『
新
・
市
民
社
会
論
』（
風
行
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
九
頁
以
下
で

あ
る
。

（
14
）　

周
知
の
と
お
り
同
連
載
は
、
加
筆
修
正
の
う
え
で
、
駒
村
圭
吾
『
憲
法
訴
訟
の
現
代
的
転
回
―
―
憲
法
的
論
証
を
求
め
て
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
法
科
大
学
院
生
に
と
っ
て
必
読
文
献
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。

（
15
）　

短
い
な
が
ら
も
、
駒
村
の
法
科
大
学
院
教
育
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ス
を
示
す
も
の
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
憲
法
判
例
のReverse 

Engineering

」
三
色
旗
六
七
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
が
筆
者
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
法
科
大
学
院
時
代
に
お
い
て

な
お
、
い
や
だ
か
ら
こ
そ
、
憲
法
理
論
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　
【
駒
村
注
】
こ
の
「
駒
村
憲
法
学
」
と
い
う
表
現
に
対
す
る
違
和
感
に
つ
い
て
は
、
吉
川
智
志
氏
と
の
対
話
篇
の
「
一
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。
も
っ
と
も
、
常
に
辛
口
で
ク
ー
ル
な
横
大
道
氏
が
「『
駒
村
憲
法
学
』
に
魅
了
さ
れ
た
」
と
ま
で
お
書
き
い
た
だ
き
、
へ
た
を
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す
る
と
彼
の
学
者
生
命
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
よ
う
な
蛮
勇
を
も
っ
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
こ
こ
は
聞
き
流

す
ふ
り
を
し
た
い
と
思
う
。

（
17
）　

筆
者
が
大
学
院
生
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
、
駒
村
と
の
雑
談
の
な
か
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
丹
念
に
追
っ

て
研
究
し
て
い
て
も
、
判
事
が
変
わ
っ
て
ま
っ
た
く
違
う
判
断
が
出
た
り
す
る
と
虚
し
く
な
る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
る
。
こ
の
発
言
は
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
丹
念
に
追
い
検
討
を
加
え
て
い
く
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究

方
法
の
限
界
あ
る
い
は
決
別
を
意
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
そ
の
後
の
駒
村
の
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究
は
、
判
例
・
学
説
の
渉
猟

的
研
究
と
い
う
よ
り
は
、
個
別
の
判
例
・
学
説
を
深
く
読
み
込
む
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
代
表
作
と
し
て
、
駒
村
圭
吾

「
危
機
・
憲
法
・
政
治
の“Zone of T

w
ilight”

」
奥
平
康
弘
＝
樋
口
陽
一
編
『
危
機
の
憲
法
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
三
頁

以
下
を
参
照
。
た
だ
駒
村
は
、「
私
は
ど
ん
な
に
親
密
な
人
に
対
し
て
も
、
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と
は
教
え
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
第
三

順
位
よ
り
も
下
位
に
あ
る
こ
と
し
か
打
ち
明
け
な
い
。
あ
と
は
秘
密
に
し
て
お
い
て
、
ま
だ
先
が
あ
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
取
り
繕
っ
て

茶
を
濁
す
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
（
駒
村
圭
吾
「〝
自
分
自
身
〟
を
ひ
ろ
い
読
み
す
る
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

四
一
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
〇
頁
）、
上
記
の
発
言
は
必
ず
し
も
駒
村
の
真
意
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
。

（
18
）　

ち
な
み
に
駒
村
は
、
私
が
大
学
院
生
の
頃
に
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
の
『
法
の
帝
国
』
を
読
む
と
い
う
サ
ブ
ゼ
ミ
を
開
講
し

て
い
た
。
そ
こ
で
駒
村
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
、
残
念
な
が
ら
私
に
は
法
哲
学
的
な
素
養
は
身
に
つ
か
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
雑
談

（
？
）
で
、「
別
に
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
を
尊
敬
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
俺
が
尊
敬
し
て
い
る
の
は
パ
テ
ィ
シ
エ
の
辻
口
博
啓
だ
」
と
い
う

趣
旨
の
発
言
を
さ
れ
た
こ
と
が
な
ぜ
か
記
憶
に
残
っ
て
い
る
（
そ
の
真
意
を
い
ま
だ
確
か
め
た
こ
と
は
な
い
）。

（
19
）　

駒
村
圭
吾
「
討
議
⺠
主
政
の
再
構
築
―
―
⺠
主
主
義
を
め
ぐ
る
『
合
意
モ
デ
ル
』
と
『
挑
戦
モ
デ
ル
』」
中
村
睦
男
＝
⼤⽯

眞
編

『
上
⽥
章
先
⽣
喜
寿
記
念
論
⽂
集　
⽴
法
の
実
務
と
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）
が
代
表
的
で
あ
る
。

（
20
）　

駒
村
圭
吾
「
道
徳
立
法
と
文
化
闘
争
―
―
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
に
お
け
る
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
法
関
連
判
例
を
素
材
に
」
法
学
研
究
七
八
巻

五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
三
頁
以
下
が
初
期
の
代
表
作
で
あ
り
、
そ
の
発
展
先
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
に
対
す
る
駒
村
憲
法
学
の

切
り
口
で
あ
る
「
意
味
の
秩
序
」
論
が
登
場
す
る
。
駒
村
圭
吾
「『
意
味
の
秩
序
』
と
自
由
」
曽
我
部
真
裕
＝
赤
坂
幸
一
編
『
大
石
眞
先

生
還
暦
記
念
論
文
集　
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開
（
下
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
一
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「『
意
味
の
秩
序
』
と

平
等
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
危
機
的
状
況
と
憲
法
〔
憲
法
理
論
叢
書
20
〕』（
敬
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
九
頁
以
下
な
ど
。
意
味
の
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秩
序
論
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
菅
谷
麻
衣
論
文
お
よ
び
対
話
篇
を
参
照
。

（
21
）　

こ
の
二
つ
を
さ
ら
に
結
び
付
け
た
研
究
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
熟
議
の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁
判
所
」
西
原
博
史
編
『
立
法
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
〔
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
第
2
巻
〕』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
頁
以
下
も
参
照
。

（
22
）　

と
り
わ
け
、
駒
村
圭
吾
「
九
条
の
命
運
」
小
林
よ
し
の
り
＝
井
上
達
夫
＝
山
尾
志
桜
里
＝
駒
村
圭
吾
＝
曽
我
部
真
裕
『
ゴ
ー
宣
〈
憲

法
〉
道
場
Ⅰ
白
帯
』（
毎
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、
駒
村
圭
吾
＝
山
尾
志
桜
里
「
真
の
立
憲
主
義
と
憲
法
改
正
の
核
心
」
山
尾
志
桜

里
『
立
憲
的
改
憲
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
三
〇
五
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
『
主
権
者
を
疑
う
―
―
統
治
の
主
役
は
誰
な
の
か
？
』

（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
。

（
23
）　

駒
村
圭
吾
「
近
代
と
の
決
別
、
物
語
へ
の
回
帰
―
―
自
民
党
『
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
』
は
い
か
な
る
意
味
で
〝
立
憲
主
義
の
危

機
〟
な
の
か
」
奥
平
康
弘
＝
愛
敬
浩
二
＝
青
井
未
帆
編
『
改
憲
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
頁
以
下
。

（
24
）　

駒
村
圭
吾
「
安
保
法
案
と
〝
九
条
の
環
〟」
長
谷
部
恭
男
＝
杉
田
敦
編
『
安
保
法
制
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

一
三
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「
7
・
1
閣
議
決
定
と
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
限
定
的
容
認
―
―
日
本
型
法
文
統
治
の
『
歴
史
的
支
離
滅
裂
』」

論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
〇
頁
以
下
、K

eigo K
om

am
ura, Constitution and N

arrative in the A
ge of 

Crisis in Japanese Politics,  26‌ W
a

sh. In
t’L. J. 75‌

（2017

）.

（
25
）　

駒
村
圭
吾
＝
待
鳥
聡
史
編
著
『「
憲
法
改
正
」
の
比
較
政
治
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）。
同
書
所
収
の
「『
憲
法
改
正
』
へ
の
視

座
」
三
八
頁
。

（
26
）　

駒
村
『
主
権
者
を
疑
う
』・
前
掲
注（
22
）は
、
市
民
運
動
の
本
で
も
あ
る
（
特
に
第
四
章
）。
同
書
の
執
筆
動
機
と
し
て
、「【
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
駒
村
圭
吾
法
学
部
教
授
『
主
権
者
を
疑
う
―
統
治
の
主
役
は
誰
な
の
か
？
』」
慶
應
義
塾
大
学
サ
イ
バ
ー
文
明
研
究

セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
三
年
九
月
七
日
）https://w

w
w

.ccrc.keio.ac.jp/interview
_prof_kom

am
ura/

を
参
照
。
同
書
に
つ
い
て
は
、

本
号
の
倉
持
麟
太
郎
論
文
を
参
照
。
駒
村
の
市
民
社
会
論
と
し
て
、see K

eigo K
om

am
ura, A

rticle 9‌ m
eet Civic A

ctivism
: 

R
eflection on the Sunagaw

a Case  in Ja
pa

n
ese C

o
n

st
it

u
t

io
n

a
l R

ev
isio

n
ism a

n
d C

iv
ic A

ct
iv

ism 13‌ 

（H
elen H

ardacre, 
et. al. ed., 2021

）、
ま
た
、
駒
村
圭
吾
「
さ
ら
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
」
憲
法
問
題
三
六
号
（
二
〇
二
五
年
）
一
四
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
27
）　

駒
村
は
、「
中
で
も
裁
判
の
実
務
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
呼
び
か
け
に
は
原
則
応
ず
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
書
斎
で
組
み
立
て

た
自
分
の
理
論
が
現
実
社
会
に
影
響
力
を
持
ち
得
る
か
、
そ
れ
を
確
か
め
る
最
高
の
テ
ス
ト
の
場
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
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通
り
（
駒
村
圭
吾
「
褪
色
す
る
〝
家
族
の
肖
像
〟
の
前
に
立
ち
す
く
む
憲
法
」
三
田
評
論online

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
九
日
）

https://w
w

w
.m

ita-hyoron.keio.ac.jp/featured-topic/2021/11-3.htm
l

）、
こ
れ
ま
で
も
同
性
婚
訴
訟
以
外
の
憲
法
訴
訟
に
も
関

わ
っ
て
き
た
が
（
例
え
ば
、
駒
村
圭
吾
「
国
家
・
教
師
・
生
徒
―
―
国
旗
国
歌
起
立
斉
唱
事
件
「
意
見
書
」
補
遺
」
法
学
研
究
八
七
巻
二

号
（
二
〇
一
四
年
）
四
七
頁
以
下
）、
特
に
同
性
婚
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
と
い
う
の
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
28
）　

留
学
記
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
―
―
あ
る
い
は
、Living Carelessly in Princeton 

and Elsew
here

」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
四
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「
日
本
研
究
と
し
て
の
改
憲
論
―
―
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
に
お
け
る
憲
法
改
正
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
六

頁
以
下
を
参
照
。

（
29
）　

特
に
、
駒
村
「
日
本
研
究
と
し
て
の
改
憲
論
」・
前
掲
注（
28
）。

（
30
）　

こ
れ
ら
の
経
験
に
つ
い
て
駒
村
は
、「
法
律
学
と
い
う
タ
コ
ツ
ボ
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
代
表
の
よ
う
な
学
問
を
し
て
き
た
者
に
は
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。「【
対
談
】
―
―
研
究
の
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
―
―
駒

村
圭
吾
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
初
代
所
長
）
／
安
井
正
人
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
新
所
長
）」
慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
二
〇
一
九
年
一
月
三
一
日
）https://w

w
w

.kgri.keio.ac.jp/new
s-event/050951.htm

l

（
31
）　

Ｉ
ｏ
Ｂ
―

Ｓ
編
＝
駒
村
圭
吾
編
集
代
表
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
の
法
―
―
神
経
法
学
の
基
礎
と
事
例
研
究
』（
日

本
評
論
社
、
二
〇
二
五
年
）
i
頁
、
七
頁
。
同
書
は
、
法
学
セ
ミ
ナ
ー
誌
で
の
連
載
の
書
籍
化
で
あ
る
。

（
32
）　

近
時
に
限
定
し
て
も
、
韓
国
の
東
国
大
学
と
韓
国
脳
科
学
研
究
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
二
〇
二
五
年
八
月
）、
台
湾
の
中
央
研
究

院
（A

cadem
ia Sinica

）
と
国
立
台
湾
大
学
で
の
講
演
（
二
〇
二
五
年
三
月
）、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
のH

ybrid M
ind 

Conference

へ
の
登
壇
（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
）、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
開
催
のInternational Society of Public Law

s 

（
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
・
Ｓ
）
で
の
報
告
（
二
〇
二
四
年
七
月
）、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ル
チ
モ
ア
開
催
のInternational N

euroethics Society

で
の
パ

ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
二
〇
二
四
年
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
33
）　
「
家
族
と
憲
法
―
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
法
と
社
会　

講
師
：
駒
村
圭
吾
氏
」
マ
ガ
ジ
ン
9
（
二
〇
二
四
年
八
月
七
日
）https://

m
aga9.jp/2 40807-5/

　

続
け
て
、「
た
だ
、
昔
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
心
が
あ
っ
て
、
2​

0​

1​

5
年
に
米
国
の
連
邦
最
高

裁
判
所
が
同
性
婚
を
認
め
な
い
州
法
を
連
邦
憲
法
違
反
と
し
た
『
オ
バ
ー
ゲ
フ
ェ
ル
判
決
（O

bergefell v. H
odges

事
件
判
決
）』
に
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つ
い
て
論
評
を
書
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
同
性
婚
の
分
野
の
仕
事
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
及
さ

れ
て
い
る
の
は
、
駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
と
家
族
の
こ
れ
か
ら
―
―
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
に
接
し
て
」
世
界
八
七
三
号
（
二
〇
一
五
年
）

二
三
頁
以
下
で
あ
ろ
う
。

（
34
）　

主
要
な
憲
法
学
の
学
会
の
一
つ
で
あ
る
全
国
憲
法
研
究
会
の
代
表
（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
三
年
）
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
駒
村
は
、
伝
統
的
な
憲
法
学
界
か
ら
の
評
価
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、「
伝
統
的
な
憲
法
学
者
」
の
仕
事
の
一
つ
と
し

て
、
教
科
書
・
体
系
書
の
執
筆
が
あ
る
（
と
思
わ
れ
る
）。
実
は
駒
村
は
、
そ
れ
ほ
ど
教
科
書
の
執
筆
に
熱
心
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
確
か
に
、
二
〇
一
四
年
に
刊
行
し
、
版
を
重
ね
て
い
る
駒
村
圭
吾
編
『
プ
レ
ス
テ
ッ
プ
憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）（
現

在
は
第
四
版
、
二
〇
二
四
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
同
世
代
の
「
伝
統
的
な
憲
法
学
者
」
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
印
象
を
受
け
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
駒
村
の
教
科
書
・
体
系
書
的
記
述
が
厚
く
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
長
谷
部
恭
男
編
『
注
釈
日
本
国
憲
法
』（
有
斐
閣
）

の
四
巻
本
で
あ
る
（
現
在
、
四
巻
の
う
ち
二
巻
と
三
巻
の
み
刊
行
済
み
）。

（
35
）　

駒
村
は
あ
る
座
談
会
（「
座
談
会　
人
類
の
可
能
性
を
開
拓
す
る
総
合
知
の
未
来
」
三
田
評
論
一
二
六
四
号
（
二
〇
二
二
年
）
で
、

「
法
学
で
は
『
意
思
』
や
『
人
格
』
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
基
本
概
念
で
、
し
か
も
そ
う
い
っ
た
も
の
は
『
自
律
し
て
い
る
』、『
自

律
し
て
い
る
べ
き
だ
』
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
今
ま
で
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
ど
こ
か
で
噓
く
さ
い
も
の
を
ず
っ
と
感
じ
て
い
た

と
こ
ろ
、
意
思
や
人
格
の
自
律
性
を
ゆ
さ
ぶ
る
脳
科
学
に
出
会
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
）　

駒
村
圭
吾
編
『Liberty 2.0

―
―
自
由
論
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
は
あ
り
う
る
の
か
？
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
三
年
）。

（
37
）　

駒
村
は
自
身
の
人
権
基
礎
論
に
つ
い
て
、
佐
藤
幸
治
か
ら
の
強
い
影
響
を
語
っ
て
い
る
。
駒
村
圭
吾
「
書
評
『
現
代
立
憲
主
義
と
人

権
の
意
義
』：「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る
」
を
振
り
返
る
：
佐
藤
幸
治
教
授
の
応
答
に
触
発
さ
れ
て
認
め
る
消
息
」
書
斎
の
窓
六

九
三
号
（
二
〇
二
四
年
）
五
五
―
五
七
頁
。
駒
村
圭
吾
「
人
格
的
自
律
権
構
想
を
振
り
返
る
―
―
憲
法
と
そ
の
外
部
」
公
法
研
究
七
八
号

（
二
〇
一
六
年
）
一
頁
以
下
。

（
38
）　

駒
村
圭
吾
＝
吉
見
俊
哉
編
『
戦
後
日
本
憲
政
史
講
義
―
―
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
史
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
〇
年
）、K

eigo 
K

om
am

ura, Legitim
acy of the Constitution of Japan: R

edux 

（2010
） https://projects.iq.harvard.edu/files/crrp/files/

kom
am

ura_constitutionlegitim
acy.pdf;  K

eigo K
om

am
ura, Im

posed R
evolution?: “A

ugust R
evolution,” “Im

posed 
Constitution,” and the Identity of the Constitution of Japan in D

eciph
erin

g t
h

e G
en

o
m

e o
f C

o
n

st
it

u
t

io
n

a
lism: T

h
e 
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F

o
u

n
d

a
t

io
n

s a
n

d F
u

t
u

re o
f C

o
n

st
it

u
t

io
n

a
l Id

en
t

it
y 150 

（Ran H
irschl &

 Y
aniv Roznai ed; 2024

）
な
ど
で
あ
る
が
、

英
語
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
理
由
が
存
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
駒
村
は
、

「
慶
應
大
学
法
学
部
に
進
ん
だ
の
は
、
歴
史
が
択
一
式
で
入
試
科
目
に
数
学
が
入
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
歴
史
が
大
の
苦
手
で
し
た

か
ら
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
駒
村
「
駒
村
圭
吾
サ
ブ
ゼ
ミ
『
Ｓ
Ｆ
Ｃ
生
の
パ
ワ
ー
に
誘
い
込
ま
れ
た
』」・
前
掲
注（
12
））、
そ
の

駒
村
に
憲
制
史
へ
の
興
味
を
与
え
た
き
っ
か
け
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
39
）　

駒
村
圭
吾
「
文
学
裁
判
と
ふ
た
つ
の
近
代
批
判
―
―
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
事
件
判
決
」
駒
村
圭
吾
編
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て

の
判
決
―
―
「
近
代
」
と
「
憲
法
」
を
読
み
解
く
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
二
七
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「
ロ
レ
ン
ス
か
ら
サ
ド
へ

―
―
あ
る
い
は
、
文
学
裁
判
か
ら
憲
法
裁
判
へ
」
松
井
茂
記
＝
長
谷
部
恭
男
＝
渡
辺
康
行
編
『
阪
本
昌
成
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　
自
由

の
法
理
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
七
六
三
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「『
法
解
釈
の
技
術
』
と
『
文
化
現
象
の
真
実
』
―
―
猥
褻
表

現
規
制
と
弁
護
士
・
大
野
正
男
」
辻
村
み
よ
子
＝
長
谷
部
恭
男
＝
石
川
健
治
＝
愛
敬
浩
二
編
『「
国
家
と
法
」
の
主
要
問
題
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
一
八
年
）
二
〇
五
頁
以
下
、
駒
村
圭
吾
「『
宴
の
あ
と
』
事
件
再
訪
―
―
事
実
と
虚
構
、
政
治
と
私
事
」
愛
敬
浩
二
＝
蟻
川
恒

正
＝
阪
口
正
二
郎
編
『
中
島
徹
先
生
古
稀
記
念
論
集　
憲
法
学
の
領
分
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
五
年
）
一
八
九
頁
以
下
な
ど
。

（
40
）　

駒
村
編
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
判
決
』・
前
掲
注（
39
）ii
頁
。

（
41
）　
「
伝
統
的
な
憲
法
学
者
」
は
、
自
身
の
業
績
を
論
文
集
と
い
っ
た
か
た
ち
で
書
籍
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
多
岐
に
亘
る
駒
村
の
研
究

を
、
駒
村
自
身
が
整
理
・
編
成
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
論
文
集
を
編
め
ば
、「
駒
村
憲
法
学
」
を
よ
り
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
近
刊
を
期
待
し
た
い
。

（
42
）　
【
駒
村
注
】
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
も
う
一
人
の
参
照
点
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
の
哲
学
と
本
文
に
挙
げ
た

特
に
サ
ン
デ
ル
な
ど
の
議
論
を
素
材
に
、
当
時
の
私
の
法
哲
学
的
な
立
場
（
あ
く
ま
で
も
「
的
な
」）
は
、
吉
川
智
志
氏
と
の
対
話
篇
の

「
二
」
で
若
干
言
及
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
43
）　

対
談
の
内
容
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
千
葉
勝
美
元
最
高
裁
判
事
の
講
演
「
司
法
部
の
立
ち
位
置
と
最
高
裁
憲
法
判
例
の
展
開
」

は
、
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
憲
法
理
論
叢
書
㉖　
岐
路
に
立
つ
立
憲
主
義
』（
敬
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
六
九
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
44
）　

こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
駒
村
圭
吾
編
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
判
決
』・
前
掲
注（
39
）に
明
確
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
近
時

の
も
の
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
国
家
神
道
と
政
教
分
離
」
島
薗
進
編
『
国
家
神
道
と
天
皇
制
―
―
憲
法
・
君
主
制
・
宗
教
』（
東
洋
経
済
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新
報
社
、
二
〇
二
五
年
）
二
九
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
45
）　

ハ
ー
デ
カ
ー
教
授
に
は
、
駒
村
先
生
の
ご
紹
介
で
、
新
井
誠
＝
小
谷
順
子
＝
横
大
道
聡
編
『
地
域
に
学
ぶ
憲
法
演
習
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
一
一
年
）
に
所
収
さ
れ
た
「
憲
法
改
正
へ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
と
し
て
の
行
政
法
の
改
正
―
―
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
見
た
日
本
国

憲
法
の
現
状
」
と
い
う
論
稿
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
（
初
出
は
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
六
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
四
頁
以
下
）。

（
46
）　
【
駒
村
注
】
こ
の
時
の
問
題
意
識
の
一
部
は
、
一
五
年
後
に
、
駒
村
「
国
家
神
道
と
政
教
分
離
」・
前
掲
注（
44
）に
結
実
し
て
い
る
。

（
47
）　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
「
日
本
憲
法
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〔https://rijs.fas.

harvard.edu/ja/initiatives/crrp

〕
を
参
照
。

（
48
）　K

eigo K
om

am
ura, A

rticle 9‌ M
eets Civic A

ctivism
: R

eflection on the Sunagaw
a Case, in H

elen H
a

rd
a

cre, 
T

im
o

t
h

y S. G
eo

rge, K
eigo K

o
m

a
m

u
ra, a

n
d F

ra
n

zisk
a S

era
ph

im eds., Ja
pa

n
ese C

o
n

st
it

u
t

io
n

a
l R

ev
isio

n
ism a

n
d C

iv
ic 

A
ct

iv
ism

（Lexington Books, 2021

）.

（
49
）　K

eigo K
om

am
ura, Im

posed R
evolution?: “A

ugust R
evolution,” “Im

posed Constitution,” and the Identity of the 
Constitution of Japan,  in R

a
n H

irsch
l &

 Y
a

n
iv R

o
zn

a
i eds., D

eciph
erin

g t
h

e G
en

o
m

e o
f C

o
n

st
it

u
t

io
n

a
lism: t

h
e 

F
o

u
n

d
a

t
io

n
s a

n
d F

u
t

u
re o

f C
o

n
st

it
u

t
io

n
a

l Id
en

t
it

y

（Com
parative Constitutional Law

 and Policy

）（Cam
bridge 

U
niversity Press, 2024

）.

（
50
）　
【
駒
村
注
】
帰
国
直
前
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
に
設
置
さ
れ
た
「
憲
法
改
正
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
諮
問
委
員
会
委
員
に
就
任

す
る
お
誘
い
を
ハ
ー
デ
カ
ー
教
授
か
ら
い
た
だ
き
、
お
引
き
受
け
し
た
。
ま
た
、
帰
国
直
前
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
で
送
別
会
を
開

い
て
い
た
だ
き
、
私
の
妻
以
外
に
一
二
名
の
ゲ
ス
ト
を
招
待
し
て
も
い
い
と
い
う
あ
り
が
た
い
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
望
外
の
厚
遇

に
理
由
を
尋
ね
て
み
る
と
、「
ケ
イ
ゴ
は
ち
ゃ
ん
と
授
業
に
出
て
、
毎
回
貢
献
し
て
く
れ
た
。
院
生
の
面
倒
も
見
て
く
れ
た
し
。
珍
し
い

タ
イ
プ
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
院
生
と
は
、
我
が
家
の
ア
パ
ー
ト
で
『
太
政
官
日
誌
』
や
明
治
時
代
の
新
聞
な
ど
を
二
人

で
講
読
し
、
一
緒
に
ピ
ザ
を
食
べ
る
と
い
う
勉
強
会
を
や
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
英
語
で
や
る
の
で
い
い
修
行
に
な
っ
た
。
彼
は
、
現
在
、

オ
タ
ワ
大
学
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
公
私
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
ヨ
ン
セ
イ
大
学
の
キ
ム
・
ソ
ン
ホ
教
授

（
政
治
思
想
）
と
の
出
会
い
も
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
の
報
告
会
で
あ
っ
た
。

（
51
）　

駒
村
圭
吾
「
近
代
と
の
決
別
、
物
語
へ
の
回
帰
―
―
自
民
党
『
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
』
は
い
か
な
る
意
味
で
〝
立
憲
主
義
の
危
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機
〟
な
の
か
」
奥
平
康
弘
＝
愛
敬
浩
二
＝
青
井
未
帆
編
『
改
憲
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
頁
以
下
。

（
52
）　

岡
田
順
太
『
関
係
性
の
憲
法
理
論
―
―
現
代
市
民
社
会
と
結
社
の
自
由
』（
丸
善
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
53
）　

駒
村
圭
吾
「
道
徳
立
法
と
文
化
闘
争
―
―
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
に
お
け
る
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
法
関
連
判
例
を
素
材
に
」
法
学
研
究
七
八
巻

五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
三
頁
以
下
。

（
54
）　

駒
村
圭
吾
「
法
制
度
の
刷
新
と
市
民
社
会
―
―
米
国
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
け
る
同
性
婚
論
争
の
帰
趨
」
公
共
政
策
研
究
五
号
（
二

〇
〇
五
年
）
九
六
頁
以
下
。

（
55
）　

駒
村
・
前
掲
注（
33
）。

（
56
）　

駒
村
圭
吾
「【
講
演
録
】
福
澤
先
生
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
経
済
書
講
述
記
念
講
演
会
・
二
一
世
紀
の
〝
モ
ラ
ル
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
〟
―
―

福
澤
に
お
け
る
『
自
由
』『
幸
福
』『
蛆
虫
の
本
分
』」
三
田
評
論
一
三
〇
一
号
（
二
〇
二
五
年
）
五
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
57
）　

駒
村
圭
吾
「
人
権
は
何
で
な
い
か
―
―
人
権
の
境
界
画
定
と
領
土
保
全
」
井
上
達
夫
編
『
講
座　
人
権
論
の
再
定
位
5　

人
権
論
の

再
構
築
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）
五
三
頁
。




